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－1－

18 19 20 21 22 23
水 木 金 土 日 月

 スラロームカϢックシングル □ ○ ◎ △ 4
 スラロームカナυィアンシングル □ ○ ◎ △ 1
 ワイルドウΧーターカϢックシングル □ ○ ◎ △ 1
 スラロームカϢックシングル □ ○ ◎ △ 3
 スラロームカナυィアンシングル □ ○ ◎ △ 1
 ワイルドウΧーターカϢックシングル □ ○ ◎ △ 1

6 7 8 9 10 11
水 木 金 土 日 月

○ ◎ 2 大県別ැ市 別ැ市営੪山ϕール 同左

○ ◎ ◎ 13
○ ◎ ◎ 11
○ ◎ ◎ 14

13 14 15 16 17 18
水 木 金 土 日 月

○ ◎ ◎ 4
○ ◎ ◎ 4

 少年女子  体 □ ○ ◎ ◎ 4 熊本市 熊本県立総合体育館 大体育室 同 体育室
 ボルξリング □ ○ ◎

 リード □ ○ ◎ △
 ボルξリング □ ○ ◎

 リード □ ○ ◎ △
 ボルξリング □ ○ ◎

 リード □ ○ ◎ △

20 21 22 23 24 25
水 木 金 土 日 月

○ ◎ ◎ 3
○ ◎ ◎ 1

 ଫघ͘フΧア □ ○ ◎ ◎ 3
 シングルスカル □ ○ ◎ ◎ 3

 ଫघ͘クΧドルϕル □ ○ ◎ ◎ 3
 ξブルスカル □ ○ ◎ ◎ 2

 シングルスカル □ ○ ◎ ◎ 3
 ଫघ͘クΧドルϕル □ ○ ◎ ◎ 3

 ξブルスカル □ ○ ◎ ◎ 3
 シングルスカル □ ○ ◎ ◎ 3

 ଫघ͘クΧドルϕル □ ○ ◎ ◎ 3
 ξブルスカル □ ○ ◎ ◎ 3

 シングルスカル □ ○ ◎ ◎ 4
 男子  トランポリン ○ ◎ 3
 女子  トランポリン ○ ◎ 3

 成年男子 □ ○ ◎ 2
 成年女子 □ ○ ◎ 1
 少年男子 □ ○ ◎ 4
 少年女子 □ ○ ◎ 4

 カϢックシングル □ ○ ◎ △ 4
 カナυィアンシングル □ ○ ◎ △ 4
 カϢックシングル □ ○ ◎ △ 3

 カナυィアンシングル □ ○ ◎ △ 1
 カϢックシングル □ ○ ◎ △ 5

 カϢックϘア □ ○ ◎ △ 2
 カナυィアンシングル □ ○ ◎ △ 4
 カナυィアンϘア □ ○ ◎ △ 2
 カϢックシングル □ ○ ◎ △ 4

 カϢックϘア □ ○ ◎ △ 2
 カϢックフΧア □ ○ ◎ △ 2

○ ◎ 3
○ ◎ 3
○ ◎ 2
○ ◎ 2
○ ◎ ◎ 5
○ ◎ ◎ 4
○ ◎ ◎ 4
○ ◎ ◎ 4

○ ◎ 5 菊池市 ͚まͳ央カントリークラブ 同左βルフ

 成年男子
 成年女子
 少年男子

水ӯ アーティスティックスイミング

 成年女子
 少年男子
 少年女子
 少年男子

カϊー スϕリント

घ道ۯ ܙ

水ӯ 水球

ボート

 少年男子

 成年男子

体

 少年

種別・部・種目

ボウリング

 成年男子

菊池市 ൙आކボート場 同左

 成年女子

 少年男子

 少年女子

競技団体
競技会場

Ѫ્市 Ѫ્市Ѫ્体育館 メインアリーナ Ѫ્市Ѫ્体育館 武道場

熊本市 熊本県立総合体育館 大体育室 同 体育室
競技

熊本市 アクアドーム͚まͳ
（熊本市総合Բ಼ϕール）

熊本県立熊本高等学校ϕール
 女子

種別・部・種目
̕月 九州

代表数
会場地
市町

競技団体
競技会場

ʴリードʵ熊本県立総合体育館 ク
ライミングウΧール 同左

 成年男子
菊池市 熊本県立菊池ۂ高等学校ഇढ़競技場 同左 成年女子

 成年女子

 少年男子

 少年女子

3

3

3

競技名

テニス

体

ഇढ़

スポーツクライミング

 少年女子

競技団体
練習会場

熊本市

ʴ ボルξリングʵえがお健康スタ
ジアム（熊本県民総合運動公園陸上
競技場） ボルξリングウΧール

同左

九州
代表数

会場地
市町

種別・部・種目
̕月

競技団体
練習会場

 成年男子 熊本市 Ϗークドーム熊本 同左
 成年女子

Ӌ土市 ϏスカワールドӋ土వ 同左

 成年男子

 鹿ౣࣉ県ґࠦ市 ґࠦ市ඝנカϊー競技場 同左

 成年女子

 少年男子

 少年女子

 少年女子

令和４年度国民体育大会　第４２回九州ブロック大会（熊本大会）
Ո季大会日程及び会場一覧

種別・種目
５月 九州

代表数
会場地
市町

̕月 九州
代表数

会場地
市町

競技団体
競技会場

競技団体
競技会場

競技団体
練習会場

 成年男子
鹿ౣࣉ県
༛水町

ઔ಼ઔࠀのੋಝ設カϊー競技場 同左

 成年女子

競技団体
練習会場

令和４年５月２２日（日）～̕月２４日（日） （競技日◎／練習日○／予備日△／設営日□）

競技名

カϊー
(ŞůŘťſƃŘŹ)

(ŞůŘƄŚƁŬƆśœŘŨŘ)

競技名

競技名
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17 18 19 20 21 22
水 木 金 土 日 月

えがお健康スタジアム
（熊本県民総合運動公園陸上競技場）

熊本県民総合運動公園補助競技場

○ ◎ ◎ ◎ 4

○ ◎ ◎ ◎ 2

□ ○ ◎ ◎ ※11 八代市 八代市鏡体育館
同左
※九州代表数は１位から５位までの県に
２名ずつ、６位の県に１名

○ ◎ ◎ 3

○ ◎ ◎ 4

○ ◎ ◎ 2

熊本市 リブワーク藤崎台球場 水前寺野球場

八代市 県営八代野球場 八代市民球場

○ ◎ ◎ 2

○ ◎ ◎ 2

○ ◎ ◎ 3

○ ◎ 4

○ ◎ 3

□ ○ ◎ ◎ 2

□ ○ ◎ ◎ 2

□ ○ ◎ ◎ 5

 FR3×20 ○ ◎ 3

 FR60PR ○ ◎ 3

 AR60 ○ ◎ 4

 AP60 ○ ◎ 3

 R3×20 ○ ◎ 4

 AP60W ○ ◎ 3

AR60J ○ ◎ 3

 BP60J ○ ◎ 2

 AR60WJ ○ ◎ 3

 BR60WJ ○ ◎ 4

 BP60WJ ○ ◎ 2

○ ◎ 3

○ ◎ 3

○ ◎ 3

□ ○ ◎ 2

□ ○ ◎ 2

□ ○ ◎ 4

□ ○ ◎ 4

○ ◎ 2 菊池市 菊池市立旭志体育館 菊池市営泗水武道館

□ ○ ◎ ◎ 4

□ ○ ◎ ◎ 4

□ ○ ◎ ◎ 3

□ ○ ◎ ◎ 3

○ ◎ 5 玉名市 玉名市総合体育館 メインアリーナ 同  サブアリーナ

□ ○ ◎ ◎ 3 オムロン鹿陽センタ
山鹿市鹿央体育館

同左

□ ○ ◎ ◎ 2 オムロン鹿陽センタ 同左 少年女子
山鹿市

なぎなた  少年女子

ハンドボール
 少年男子

同 サブアリーナ
熊本県立菊池高等学校 体育館
菊池女子高等学校 体育館

 少年男子

 少年女子

銃剣道  少年男子

アーチェリー

 成年男子

菊陽町

弓道

 成年男子

熊本市 南部総合スポーツセンター弓道場 同左
 成年女子

 少年男子

 少年女子

菊陽杉並木公園スポーツ広場 同左
 成年女子

 少年男子

 少年女子

同左 少年男子

 少年女子

少年男子

フェンシング

 成年女子

熊本市

ライフル射撃

 成年男子

益城町 熊本県総合射撃場 同左
 成年女子

 少年男子

 少年女子

同左 少年男子

 少年女子

バドミントン 八代市 八代トヨオカ地建アリーナ
（八代市総合体育館）

同左

 成年女子

熊本県立総合体育館 大体育室

軟式野球  成年男子 ○ ◎ ◎ △ 6

柔道
女子

山鹿市 山鹿市総合体育館

剣道

 成年女子

菊池市 菊池市総合体育館 メインアリーナ

熊本市 熊本県民総合運動公園
メインテニスコート（Ｃ・Ｄ）

熊本県民総合運動公園スポーツ広場

 少年男子
大津町

大津町運動公園 球技場
同 競技場
同 多目的広場Ａ・Ｂ

同 多目的広場Ａ・Ｂ
 少年女子

◎○ ◎

 成年男子

 成年女子 同左

令和４年度国民体育大会　第４２回九州ブロック大会（熊本大会）
秋季大会日程及び会場一覧

令和４年８月２０日（土）～８月２９日（月） （競技日◎／練習日○／予備日△／設営日□）
競技団体
練習会場

競技名 種別・部・種目
８月 九州

代表数
会場地
市町

 少年男子

競技団体
競技会場

ウエイトリフティング  成年男子

サッカー

 成年男子 ◎ 3 熊本市

ソフトテニス



24 25 26 27 28 29
水 木 金 土 日 月

○ ◎ ◎ ◎ 1

○ ◎ ◎ ◎ 1

○ ◎ ◎ ◎ 1

○ ◎ ◎ ◎ 1

○ ◎ ◎ ◎ 4

○ ◎ ◎ ◎ 2

○ ◎ ◎ ◎ 4

□ ○ ◎ ◎ 3 人吉市 人吉スポーツパレス 同左

□ ○ ◎ ◎ 3 Nakagawaふれ愛アリーナ 熊本県立八代工業高等学校 体育館

□ ○ ◎ ◎ 4 八代トヨオカ地建アリーナ
（八代市総合体育館）

同左

□ ○ ◎ ◎ 4 芦北町 芦北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）

同左

□ ○ ◎ ◎ 3

□ ○ ◎ ◎ 3

□ ○ ◎ ◎ 4 熊本市 城南総合スポーツセンター 同左

□ ○ ◎ ◎ 4 宇土市 ecowin宇土アリーナ
（宇土市民体育館）

同左

□ ○ ◎ ◎ 2 菊池市 菊池市総合体育館 同左

□ ○ ◎ ◎ 3 山鹿市 山鹿市総合体育館 同左

○ ◎ ◎ 5

○ ◎ ◎ 2

○ ◎ ◎ 3

○ ◎ ○ ◎ 3 熊本県民総合運動公園 補助競技場
同 ラグビー場

○ ◎ ○ ◎ 3 熊本県民総合運動公園ラグビー場

○ ◎ ○ ◎ 3 熊本県民総合運動公園 補助競技場
同 ラグビー場

□ ○ ◎ ◎ △ 2 菊池公園多目的グラウンドＤ球場

□ ○ ◎ ◎ △ 2 菊池公園多目的グラウンドＢ球場

□ ○ ◎ ◎ △ 2 熊本県民総合運動公園Ａ軟式野球場

□ ○ ◎ ◎ △ 1 熊本県民総合運動公園Ｂ軟式野球場

7 8 9 10 11 12
水 木 金 土 日 月

○ ◎ ◎ 4

○ ◎ ◎ 1+(1)

菊池市

ハンドボール

熊本県民総合運動公園 ラグビー場
同 スポーツ広場
同 Ａ多目的グランド

菊池市営七城総合グラウンド
菊池市営泗水グラウンド
熊本県民総合運動公園 ソフトボール場
大津町民グラウンド

 成年女子

 成年男子

熊本市 女子

 少年男子

熊本県立総合体育館 大体育室 同左

 少年男子

熊本市

 少年男子

バスケットボール

 成年男子

 成年女子

 少年男子

 少年女子

卓球

 成年男子

熊本市 熊本市総合体育館 大体育室 熊本市総合体育館 中体育室

ラグビーフットボール

宇城市

競技団体
練習会場

アイスホッケー
 成年男子

熊本市
アクアドームくまもと
（熊本市総合屋内プール）
スケートリンク

同左
 少年男子

令和４年度国民体育大会　第４２回九州ブロック大会（熊本大会）
冬季大会日程及び会場一覧

令和４年１２月１０日（土）～１２月１１日（日） （競技日◎／練習日○／予備日△／設営日□）

競技名 種別・部・種目
１２月 九州

代表数
会場地
市町

競技団体
競技会場

 成年男子

熊本市

 成年女子

バレーボール

 成年男子

 成年女子

 少年男子

 少年女子

 成年女子

 少年男子

 少年女子

ボクシング

 成年男子

ホッケー

 成年男子

 成年女子

小国町 小国町林間広場グラウンド 熊本県立小国高等学校グラウンド

競技団体
競技会場

競技団体
練習会場

競技名 種別・部・種目
８月 九州

代表数
会場地
市町

ソフトボール

 成年男子

 成年女子

 少年男子

 少年女子

八代市

ウイングまつばせ
（宇城市松橋総合体育文化センター）

同左

－3－



【 夏 季 大 会 】
種別 会場地 競技会場 住所 電話番号

全種別 鹿児島県湧水町 川内川轟の瀬特設カヌー競技場 鹿児島県姶良郡湧水町恒次轟橋付近 0995-75-2142

少年女子 大分県別府市 別府市営青山プール 大分県別府市 別府３０８８−１ 0977-21-8657

全種別 菊池市 熊本県立菊池農業高等学校 馬術競技場 菊池市泗水町吉富２５０ 0968-38-2621

全種別 熊本市 パークドーム熊本 熊本市東区平山町２９７２ 096-388-2180

少年女子 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

全種別 熊本市 えがお健康スタジアム 熊本市東区平山町２７７６ 096-380-7599

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

全種別 熊本市 アクアドームくまもと 熊本市南区荒尾２－１−１ 096-358-2711

全種別 菊池市 斑蛇口湖ボート場 菊池市班蛇口５２５−５ 0968-27-1680

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

全種別  鹿児島県伊佐市 伊佐市菱刈カヌー競技場 鹿児島県伊佐市菱刈川北 0995-26-1578

全種別 阿蘇市 阿蘇市阿蘇体育館 阿蘇市内牧２６７ 0967-32-4000

全種別 宇土市 パスカワールド宇土店 宇土市善道寺町９５ 0964-22-5311

少年男子 菊池市 くまもと中央カントリークラブ 菊池市旭志川辺１２１７ 096-293-3300

【 秋 季 大 会 】
種別 会場地 競技会場 住所 電話番号

成年男子 熊本市
えがお健康スタジアム
熊本県民総合運動公園補助競技場

熊本県熊本市東区平山町２７７６ 096-380-7599

少年男子

少年女子

成年男子 八代市 八代市鏡体育館 八代市鏡町両出１４３０ 0965-52-1114

全種別 熊本市 熊本県民総合運動公園 メインテニスコート（Ｃ・Ｄ） 熊本県熊本市東区石原２－９−１ 096-380-7599

熊本市 リブワーク藤崎台球場 熊本市中央区宮内４－１ 096-322-3367

八代市 県営八代野球場 八代市新港町４－１ 0965-37-0006

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

全種別 山鹿市 山鹿市総合体育館 山鹿市熊入町４１６ 0968-43-0090

全種別 八代市 八代トヨオカ地建アリーナ 八代市緑町１１−１ 0965-35-0150

全種別 益城町 熊本県総合射撃場 上益城郡益城町砥川３５８６ 096-288-8805

全種別 菊池市 菊池市総合体育館 菊池市亘５３８−２ 0968-25-3001

全種別 菊陽町 菊陽杉並木公園スポーツ広場 菊池郡菊陽町原水５３２６ 096-349-2533

全種別 菊池市 菊池市立旭志体育館 菊池市旭志小原１８９ 0968-37-2943

全種別 熊本市 南部総合スポーツセンター 弓道場 熊本市南区白藤５－２−１ 096-358-4311

少年女子 玉名市 玉名市総合体育館 玉名市大倉１１４４ 0968-75-1314

 成年男子 菊池市 菊池市総合体育館 菊池市亘５３８−２ 0968-25-3001

 成年女子 山鹿市総合体育館 山鹿市熊入町４１６ 0968-43-0090

少年男子
オムロン鹿陽センタ
山鹿市鹿央体育館

山鹿市志々岐８１８
山鹿市鹿央町広２３０

0968-42-8444
0968-36-2184

少年女子 オムロン鹿陽センタ 山鹿市志々岐８１８ 0968-42-8444

全種別 小国町 小国町林間広場グラウンド 阿蘇郡小国町宮原２６７７−８ 0967-46-3952

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本市西区上熊本１－９−２８ 096-356-1233

成年男子 人吉市 人吉スポーツパレス 人吉市下城本町１５６６−１ 0966-22-1688

 成年女子 八代市 Nakagawaふれ愛アリーナ 八代市平山新町４４２８−１ 0965-62-8869

少年男子 八代市 八代トヨオカ地建アリーナ 八代市緑町１１−１ 0965-35-0150

 少年女子 芦北町 芦北町民総合センター 葦北郡芦北町花岡１７０５−１ 0966-82-5858

 成年男子

 成年女子

 少年男子 熊本市 城南総合スポーツセンター 熊本市南区城南町舞原１４４−１ 0964-28-7985

 少年女子 宇土市 ecowin宇土アリーナ 宇土市旭町５０４ 0964-23-3472

全種別 熊本市 熊本市総合体育館 熊本市中央区出水２－７−１ 096-385-1010

成年男子
熊本県民総合運動公園 補助競技場
同 ラグビー場

女子 熊本県民総合運動公園ラグビー場

少年男子
熊本県民総合運動公園 補助競技場
同 ラグビー場

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

【 冬 季 大 会 】
種別 会場地 競技会場 住所 電話番号

全種別 熊本市 アクアドームくまもと スケートリンク 熊本市南区荒尾２－１−１ 096-358-2711アイスホッケー

卓球

ラグビーフットボール 熊本市 熊本市東区平山町２７７６ 096-380-7599

ハンドボール

バレーボール

熊本市東区石原町２－９－１ 096-380-7599

競技名

山鹿市

熊本市 熊本県民総合運動公園 軟式野球場

バスケットボール

フェンシング

柔道

0968-25-7234

バドミントン

ライフル射撃

剣道

アーチェリー

銃剣道

弓道

0964-32-5555

ゴルフ

宇城市 ウイングまつばせ 宇城市松橋町大野８５

ソフトボール

菊池市 菊池公園 多目的グラウンド 菊池市亘４９３－２

大津町運動公園　・球技場
・競技場・多目的広場Ａ・Ｂ

菊池郡大津町森１０００

ボート

スポーツ
クライミング

ボルダリング

リード

空手道

ボウリング

競技名

サッカー

大津町

ボクシング

なぎなた

ホッケー

ウエイトリフティング

ソフトテニス

軟式野球 成年男子

テニス

水泳 水球

096-293-6564

カヌー スプリント

体操
トランポリン

競技

競技名

カヌー
スラローム

ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ

令和４年度国民体育大会 第４２回九州ブロック大会 　競技会場　＜所在地一覧＞

体操 新体操

馬　　術

水泳 アーティスティックスイミング
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【 夏 季 大 会 】

乗車駅 降車駅 運賃(片道) 降車後 乗車バス停 乗り換え 降車バス停等  運賃(片道：円) 降車後

全種別 鹿児島県湧水町 川内川轟の瀬特設カヌー競技場 栗野駅 車で10分

全種別 鹿児島県伊佐市 伊佐市菱刈カヌー競技場 栗野駅 車で15分

全種別 熊本市 アクアドームくまもと 熊本駅前 - アクアドーム 250円 0.1KM

少年女子 大分県別府市 別府市営青山プール 別府駅 280円 バス 別府駅西口 - 朝日橋 170円 0.5KM

全種別 菊池市 熊本県立菊池農業高等学校 馬術競技場 熊本駅前 桜町バスターミナル 富の原 160円・710円 0.5KＭ

全種別 熊本市 パークドーム熊本 熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.2KM

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

少年女子 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

全種別 熊本市 えがお健康スタジアム 熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.2KM

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

全種別 菊池市 斑蛇口湖ボート場 熊本駅前 -  菊池温泉・市民広場前 950円 11KM

全種別 阿蘇市 阿蘇市阿蘇体育館 熊本駅 阿蘇駅 1130円 バス 阿蘇駅前 - 阿蘇市商工会前 300円 0.3KM

全種別 宇土市 パスカワールド宇土店 熊本駅前 桜町バスターミナル 宇土本町六丁目 160円・550円 0.9KM

少年男子 菊池市 くまもと中央カントリークラブ 熊本駅 原水駅 400円 バス 原水駅北口 - 日本ピラー前 160円 2.6KM

乗車駅 降車駅 運賃(片道) 降車後 乗車バス停 乗り換え 降車バス停等  運賃(片道：円) 降車後

成年男子 熊本市 えがお健康スタジアム 熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.2KM

少年男子

少年女子

成年男子 八代市 八代市鏡体育館 熊本駅 有佐駅 570円 バス 有佐駅前 - あんこう 200円 1.5KM

全種別 熊本市 熊本県民総合運動公園 メインテニスコート 熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.5KM

熊本市 リブワーク藤崎台球場 (市)熊本駅前 (市)段山・市立博物館入口 150円 徒歩 - 0.4KM

八代市 県営八代野球場 熊本駅 八代駅 760円 バス 八代駅前 - サテライト八代 160円 2.5KM

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

全種別 山鹿市 山鹿市総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル
山鹿温泉 八幡小学校前 160円・930円・180円 0.9KM

全種別 八代市 八代トヨオカ地建アリーナ 熊本駅 八代駅 760円 バス 八代駅前 - 総合体育館前 160円 0.3KM

全種別 益城町 熊本県総合射撃場 熊本駅前 木山上町 砥川 580円・240円 1.3KM

全種別 菊池市 菊池市総合体育館 熊本駅前 -  菊池温泉・市民広場前 950円 1.1KM

全種別 菊陽町 菊陽杉並木公園スポーツ広場 熊本駅 三里木 380円 徒歩 - 1.0KM

少年男子 菊池市 菊池市立旭志体育館 熊本駅 肥後大津駅 480円 バス 肥後大津駅 - 旭志中学校前 590円 0.3KM

全種別 熊本市 南部総合スポーツセンター 弓道場 熊本駅前 - 南部総合スポーツセンター前 270円 0.3KＭ

少年女子 玉名市 玉名市総合体育館 熊本駅 玉名駅 570円 バス 玉名駅前 - 桃田運動公園前 180円 0.5KM

 成年男子 菊池市 菊池市総合体育館 熊本駅前 -  菊池温泉・市民広場前 950円 1.1KM

 成年女子 山鹿市総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル
山鹿温泉 八幡小学校前 160円・930円・180円 0.9KM

 少年男子
オムロン鹿陽センタ
山鹿市鹿央体育館

熊本駅 玉名駅 570円 バス
熊本駅前
玉名駅前

桜町バスターミナル
山鹿栄町

城北高校前
鹿央総合支所前

160円・930円・210円

690円
0.2KM
0.3KM

 少年女子 オムロン鹿陽センタ 熊本駅前 桜町バスターミナル
山鹿栄町 城北高校前 160円・930円・210円 0.2KM

全種別 小国町 小国町林間広場グラウンド 熊本駅 阿蘇駅 1,760円 バス 阿蘇駅前 小国郷農協前 930円 1KM

全種別 熊本市 熊本県立総合体育館 熊本駅前 桜町バスターミナル 県立体育館前 160円・180円 0.1KM

 成年男子 人吉市 人吉スポーツパレス 熊本駅 新八代駅 660円 バス 新八代駅 人吉ＩＣ乗降口 人吉駅前 1420円・220円 1.7KM

 成年女子 八代市 Nakagawaふれ愛アリーナ 熊本駅 八代駅 760円 肥薩おれんじ鉄道 (肥)八代駅 - (肥)肥後高田駅 240円 0.5KM

 少年男子 八代市 八代トヨオカ地建アリーナ 熊本駅 八代駅 760円 バス 八代駅前 - 総合体育館前 160円 0.3KM

 少年女子 芦北町 芦北町民総合センター 熊本駅 八代駅 760円 肥薩おれんじ鉄道 (肥)八代駅 - (肥)佐敷駅 770円 0.5KM

 成年男子

成年女子

 少年男子 熊本市 城南総合スポーツセンター 熊本駅前 桜町バスターミナル 舞原団地前 160円・530円 0.6KM

 少年女子 宇土市 ecowin宇土アリーナ 熊本駅前 桜町バスターミナル 宇土本町六丁目 160円・550円 0.6KM

全種別 熊本市 熊本市総合体育館 (市)熊本駅前 (市)市立体育館前 170円 徒歩 - 0.5KM

全種別 熊本市 熊本県民総合運動公園　ラグビー場他 熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.2KM

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

【 冬 季 大 会 】

乗車駅 降車駅 運賃(片道) 降車後 乗車バス停 乗り換え 降車バス停等  運賃(片道：円) 降車後

全種別 熊本市 アクアドームくまもと スケートリンク 熊本駅前 - アクアドーム 250円 0.1KM

 菊池温泉・市民広場前 950円

種別 会場地 競技会場
西鉄(西)・ＪＲ(Ｊ)・地下鉄(地)

熊本駅前 桜町バスターミナル 松橋産交

大津町運動公園入口 230円

160円・660円

大津駅南口前 -

種別

熊本駅 肥後大津駅 バス

ＪＲ・市電(市)・九州新幹線(新)

大津町 大津町運動公園 球技場他

山鹿市

ソフトテニス

軟式野球 成年男子

フェンシング

柔道

ウイングまつばせ

バドミントン

バスケットボール

なぎなた

ホッケー

カヌー
ｽﾗﾛｰﾑ･ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ

スプリント

空手道

ボウリング

ゴルフ

ライフル射撃

剣道

競技名

令和４年度国民体育大会 第４２回九州ブロック大会 　競技会場　＜交通手段一覧＞

競技名 競技会場
ＪＲ・市電(市)・九州新幹線(新) バス・肥薩おれんじ鉄道(肥)

会場地

水泳
水球

アーティスティックスイミング

テニス

体操

新体操

トランポリン

新体操

馬　　術

 スポーツクライミング

ボルダリング

リード

ボート

競技会場

480円

種別 会場地
バス・肥薩おれんじ鉄道(肥)

サッカー
0.5KM

ウエイトリフティング

1.0KM

ハンドボール

アーチェリー

銃剣道

弓道

ボクシング

宇城市

バレーボール

アイスホッケー

卓球

ラグビーフットボール

ソフトボール

競技名

1.0KM菊池市 菊池公園 多目的グラウンド 熊本駅前 -

熊本市 熊本県民総合運動公園　軟式野球場

路線バス

熊本駅前 - ﾊﾟｰｸﾄﾞｰﾑ熊本前 610円 0.2KM
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国民体育大会九州ブロック大会開催基準要項 

１ 名 称 

  本大会は、令和○○年度国民体育大会第○回九州ブロック大会（以下「大会」という。）と称する。 

 

２ 主 旨 

  九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図

り、相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに国民体育大会九州ブロ

ック代表を選出する。 

 

３ 主 催 

  主催は、公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、

九州関係競技団体、開催市町及び教育委員会とする。 

 

４ 後 援 

  後援は、スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟とする。 

 

５ 主 管 

  主管は、大会の開催県実行委員会、開催県関係競技団体とする。 

 

６ 大会の開催 

（１）大会は、昭和５６年度から毎年開催し、福岡県、宮崎県、熊本県、大分県、長崎県、佐賀県、鹿

児島県、沖縄県の順序で各県持ち回り開催とする。ただし、三巡目からは、福岡県、熊本県、宮崎県、

大分県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。四巡目からは、福岡県、熊本県、大分県、

宮崎県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。なお、開催方式、順序については、九州

地区スポーツ協会連絡協議会の了承を得て変更することができる。 

（２）主管県で開催困難な競技については、他県の会場で実施することができる。 

 

７ 開催の時期と期間 

  時期は、当該年度の国民体育大会本大会並びに冬季大会の参加申し込み等の締切り期日を考慮して

設定し、原則として夏季大会、冬季大会は２日間、秋季大会は３日間とする。 

 

８ 実施競技 

  国民体育大会ブロック予選会のある競技で、夏季大会及び秋季大会並びに冬季大会を原則とする

が、将来、県単独大会出場競技も含めて開催するようにする。 

 

９ 参加人員 

  各競技の参加人員は、当該年度の国民体育大会実施要項に準ずる。 

 

10 競技方法 

（１）競技方法は、別に定める実施要項による。 

（２）夏季大会・秋季大会実施競技は、競技別実施要項において、熱中症事故防止のための予防対策を

明記する。 

 

11 参加資格 

   監督、選手の参加資格については、国民体育大会実施要項総則の５に示された資格とする。 

 

12 大会役員 

  大会役員は、開催県が決定する。但し、基準は別に定める。 

 

13 選手団役員編成基準 

    団長、副団長、総監督、総務とし、夏季大会、冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内とする

が、他に顧問として、夏季大会、冬季大会は３名以内、秋季大会は５名以内を加えることができる。 
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国民体育大会九州ブロック大会開催基準要項 

１ 名 称 

  本大会は、令和○○年度国民体育大会第○回九州ブロック大会（以下「大会」という。）と称する。 

 

２ 主 旨 

  九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図

り、相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに国民体育大会九州ブロ

ック代表を選出する。 

 

３ 主 催 

  主催は、公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、

九州関係競技団体、開催市町及び教育委員会とする。 

 

４ 後 援 

  後援は、スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟とする。 

 

５ 主 管 

  主管は、大会の開催県実行委員会、開催県関係競技団体とする。 

 

６ 大会の開催 

（１）大会は、昭和５６年度から毎年開催し、福岡県、宮崎県、熊本県、大分県、長崎県、佐賀県、鹿

児島県、沖縄県の順序で各県持ち回り開催とする。ただし、三巡目からは、福岡県、熊本県、宮崎県、

大分県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。四巡目からは、福岡県、熊本県、大分県、

宮崎県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。なお、開催方式、順序については、九州

地区スポーツ協会連絡協議会の了承を得て変更することができる。 

（２）主管県で開催困難な競技については、他県の会場で実施することができる。 

 

７ 開催の時期と期間 

  時期は、当該年度の国民体育大会本大会並びに冬季大会の参加申し込み等の締切り期日を考慮して

設定し、原則として夏季大会、冬季大会は２日間、秋季大会は３日間とする。 

 

８ 実施競技 

  国民体育大会ブロック予選会のある競技で、夏季大会及び秋季大会並びに冬季大会を原則とする

が、将来、県単独大会出場競技も含めて開催するようにする。 

 

９ 参加人員 

  各競技の参加人員は、当該年度の国民体育大会実施要項に準ずる。 

 

10 競技方法 

（１）競技方法は、別に定める実施要項による。 

（２）夏季大会・秋季大会実施競技は、競技別実施要項において、熱中症事故防止のための予防対策を

明記する。 

 

11 参加資格 

   監督、選手の参加資格については、国民体育大会実施要項総則の５に示された資格とする。 

 

12 大会役員 

  大会役員は、開催県が決定する。但し、基準は別に定める。 

 

13 選手団役員編成基準 

    団長、副団長、総監督、総務とし、夏季大会、冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内とする

が、他に顧問として、夏季大会、冬季大会は３名以内、秋季大会は５名以内を加えることができる。 

14 実施要項並びに参加申込み 

（１）実施要項は、開催県スポーツ協会が開催競技団体と協議のうえ原をస成し、大会開催当該年度

の九州地区スポーツ協会連絡協議会で決定する。 

（２）実施要項及び参加申込᭩は、開催県がస成し、大会開催の２ࣨ᭶๓ࡲでに各県スポーツ協会あて

㏦する。 

（３）参加申込᭩は、ᡤ定の⏝⣬を⏝い、各県スポーツ協会が୍ᣓして開催県実行委員会事務ᒁあてに

申込ࡴものとする。 

（４）申し込み期㝈は、大会開催の３㐌間๓を原則とする。 

 

15 参加ᩱ 

（１）大会に参加する選手団は、ᡤ定の参加ᩱを⣡ධする。 

（２）参加ᩱは、申し込みとྠ時に各県スポーツ協会が୍ᣓして⣡ධする。 

 

16 大会の式 

（１）開会式は、開催県において、中心会場で行う。 

（２）開会式には、各県とも代表選手団をὴ㐵するものとする。 

（３）競技別開ጞ式は、競技毎に各会場で行う。 

（４）㛢会式は、競技毎に各会場で行う。 

 

17 表 ᙲ 

  表ᙲは、大会会長名で行う。 

 

 ࣒ࣛࢢロࣉ 18

ࢢロࣉとし、開催県実行委員会でస成し、総ྜ࣒ࣛࢢロࣉと競技別࣒ࣛࢢロࣉは、総ྜ࣒ࣛࢢロࣉ  

 。は、参加申し込み締め切り後１㸮日以内に各県スポーツ協会に㏦する࣒ࣛ

 

19 ⤒ ㈝ 

  大会の⤒㈝は、各県分ᢸ㔠、各県競技団体㈇ᢸ㔠、公益財団法人日本スポーツ協会委ク㔠、参加ᩱ

並びに寄㔠等をもࡗててる。 

 

20 ᐟ Ἡ 

 ᐟἩ要項は、開催県でస成し、各県に通▱する。 

 

21 大会実行委員会の設⨨ 

（１）開催県スポーツ協会に、大会実行委員会を設⨨する。 

（２）大会実行委員会の⤌⧊ᵓ成等については、別に定める。 

 

22 実⦼ሗ࿌᭩ 

  開催県スポーツ協会は、大会⤊了後、大会実⦼ሗ࿌᭩をస成する。 

 

㹙 則㹛 

・ 本要項は、昭和５５年 ８᭶ ７日ไ定 

  昭和６１年 ４᭶１８日ᨵ定 

  昭和６２年１２᭶ ３日ᨵ定 ただし、夏季大会についてはᖹ成ඖ年度から実施する。 

  ᖹ成 ４年 ４᭶１６日ᨵ定 

  ᖹ成 ５年１１᭶２４日ᨵ定 ただし、冬季大会についてはᖹ成６年度から実施する。 

  ᖹ成 ７年１１᭶２７日ᨵ定 

  ᖹ成１４年 ４᭶１１日ᨵ定 

  ᖹ成１９年 ４᭶１３日ᨵゞ（参加❶のᗫ止） 

  ᖹ成２㸮年 ４᭶１㸮日ᨵ定（九州中学校体育連盟の役員編成基準の変更） 

  ᖹ成２４年１１᭶ ８日ᨵ定 

  ᖹ成３１年 ４᭶ ４日ᨵ定 

  令和 ３年 ４᭶ ９日ᨵ定 



令和４年度国民体育大会 第４２回九州ブロック大会 

総  則 
（開催の趣旨） 

 九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図り、

相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに、第７７回国民体育大会及び

特別国民体育大会冬季大会の九州ブロック代表を選出する。 

１ 主 催 

 公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、九州関係

競技団体、開催市町及び教育委員会 

２ 後 援 

スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟 

３ 主 管 

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会、熊本県関係競技団体 

４ 大 会 

大会を夏季大会、秋季大会及び冬季大会に分ける。 

５ 実施競技 

季  別 競  技  名 

夏季大会 

カヌー（スラローム・ワイルドウォーター・スプリント）、テニス、体操（新体操・トラン

ポリン・競技）、馬術、スポーツクライミング、水泳（水球・アーティスティックスイミン

グ）、ボート、空手道、ボウリング、ゴルフ （１０競技） 

秋季大会 

サッカー、ウエイトリフティング、ソフトテニス、軟式野球、フェンシング、柔道、 

ソフトボール、バドミントン、ライフル射撃、剣道、アーチェリー、銃剣道、なぎなた、 

ホッケー、ボクシング、バレーボール、バスケットボール、ハンドボール、卓球、 

ラグビーフットボール、弓道 （２１競技） 

冬季大会 アイスホッケー  （１競技） 

６ 競技日と会場地 

夏季大会 
競技日 

令和４年 ５月２２日（日） 

令和４年 ７月 ９日（土） 

令和４年 ７月１６日（土） 

令和４年 ７月２１日（木） 

～１０日（日） 

～１８日（月） 

～２４日（日） 

カヌー（ｽﾗﾛｰﾑ・ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ） 

水泳（ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ）  他 １競技 

テニス  他 ２競技 

水泳（水球）  他  ６競技 

会場地 熊本市・菊池市・宇土市・阿蘇市・大分県別府市・鹿児島県伊佐市・鹿児島県湧水町 

秋季大会 

競技日 
令和４年 ８月２０日（土） 

令和４年 ８月２６日（金） 

～２２日（月） 

～２９日（月） 

サッカー  他１３競技 

ホッケー  他 ７競技 

会場地 
熊本市・八代市・人吉市・玉名市・山鹿市・菊池市・宇土市・宇城市・大津町・菊陽町・

小国町・益城町・芦北町 

冬季大会 
競技日 令和４年１２月１０日（土） ～１１日（日） アイスホッケー 

会場地 熊本市 

７ 競技方法 

競技別実施要項に示す方法とする。 

８ 参加資格 

 監督・選手の参加資格については、第７７回国民体育大会及び特別国民体育大会冬季大会実施要項総

則５に示された資格とする。 
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令和４年度国民体育大会 第４２回九州ブロック大会 

総  則 
（開催の趣旨） 

  九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図り、

相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに、第７７回国民体育大会及び

特別国民体育大会冬季大会の九州ブロック代表を選出する。 

 

１ 主 催 

   公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、九州関係

競技団体、開催市町及び教育委員会 

 

２ 後 援 

  スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟 

 

３ 主 管 

  令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会、熊本県関係競技団体 

 

４ 大 会 

  大会を夏季大会、秋季大会及び冬季大会に分ける。 

 

５ 実施競技 

季  別 競         技        名 

夏季大会 

カヌー（スラローム・ワイルドウォーター・スプリント）、テニス、体操（新体操・トラン

ポリン・競技）、馬術、スポーツクライミング、水泳（水球・アーティスティックスイミン

グ）、ボート、空手道、ボウリング、ゴルフ                （１０競技） 

秋季大会 

サッカー、ウエイトリフティング、ソフトテニス、軟式野球、フェンシング、柔道、 

ソフトボール、バドミントン、ライフル射撃、剣道、アーチェリー、銃剣道、なぎなた、 

ホッケー、ボクシング、バレーボール、バスケットボール、ハンドボール、卓球、 

ラグビーフットボール、弓道                       （２１競技） 

冬季大会 アイスホッケー                              （１競技） 

 

６ 競技日と会場地 

夏季大会 
競技日 

令和４年 ５月２２日（日） 

令和４年 ７月 ９日（土） 

令和４年 ７月１６日（土） 

令和４年 ７月２１日（木） 

 

～１０日（日） 

～１８日（月） 

～２４日（日） 

カヌー（ｽﾗﾛｰﾑ・ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ） 

水泳（ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ）   他 １競技 

テニス          他 ２競技 

水泳（水球）        他  ６競技 

会場地 熊本市・菊池市・宇土市・阿蘇市・大分県別府市・鹿児島県伊佐市・鹿児島県湧水町 

秋季大会 

競技日 
令和４年 ８月２０日（土） 

令和４年 ８月２６日（金） 

～２２日（月） 

～２９日（月） 

サッカー               他１３競技 

ホッケー                他 ７競技 

会場地 
熊本市・八代市・水俣市・玉名市・山鹿市・菊池市・宇土市・宇城市・大津町・菊陽町・

小国町・益城町・芦北町 

冬季大会 
競技日 令和４年１２月１０日（土） ～１１日（日） アイスホッケー 

会場地 熊本市 

 

７ 競技方法 

  競技別実施要項に示す方法とする。 

 

８ 参加資格 

  監督・選手の参加資格については、第７７回国民体育大会及び特別国民体育大会冬季大会実施要項総

則５に示された資格とする。 

９ 表 彰 

  各競技の各種別（部）又は、各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

10 参加申込み方法 

（１）所定のＷＥＢページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該

県スポーツ協会を通じて、下記の申込み期限までに手続きを完了すること。 
 
（２）申込期限 

季 別 期 日 競 技 名 

夏季大会 

令和４年 ４月２２日（金） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和４年 ６月１７日（金） 
水泳（アーティスティックスイミング）、テニス、 
体操（新体操）、馬術、スポーツクライミング 

令和４年 ７月 １日（金） 
水泳（水球）、ボート、体操（トランポリン・競技）、 
カヌー（スプリント）、空手道、ボウリング、ゴルフ 

秋季大会 

令和４年 ７月２９日（金） 

サッカー、ウエイトリフティング、ソフトテニス、 
軟式野球、フェンシング、柔道、バドミントン、ライフ
ル射撃、剣道、アーチェリー、銃剣道、弓道、なぎなた、 
ハンドボール 

令和４年 ８月 ５日（金） 
ホッケー、ボクシング、バレーボール、 
バスケットボール、卓球、ラグビーフットボール、 
ソフトボール 

冬季大会 令和４年１１月１８日（金） アイスホッケー 

 

（３）申込み後の選手交代は、特別の事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する場合

は、熊本県実行委員会及び熊本県関係競技団体あて所定の様式で届けなければならない。   

 

11 参加料 

各県スポーツ協会は、各県選手団の参加料一人５００円を取りまとめ、参加申込みと同時に一括して、

下記あてに納入すること。 

なお、本部役員の参加料については、九州ブロック大会を夏季大会と秋季大会を１大会、冬季大会を

１大会とし、２大会とする。よって、夏季大会・秋季大会、冬季大会に参加しても、２大会分の参加

料（1,000円）を徴収することとする。 

肥後銀行 託麻東支店 普通預金口座 ４７１３８８ 

第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会 事務局次長 西村 浩二 

 

12 宿泊申込み方法 

宿泊要項に従い申込むこと。 

 

13 宿泊料 

  監督・選手  ９，３５０円（１泊２食）（税込） 昼食は、７５６円（税込）で斡旋する。 

 役員その他     

 

14 各選手団本部、役員編成 

団長、副団長、総監督及び総務とし、夏季大会・冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内とする。 

他に顧問として、夏季大会・冬季大会は３名、秋季大会は５名以内を加えることができる。 

 

15 各県分担金及び各県競技団体負担金 

各県分担金（２５０万円）の納入は、令和４年５月９日（月）までとする。また、各県競技団体負担

金（１種別３，０００円）については、各県スポーツ協会で取りまとめ、参加申込みと同時に一括し

て下記あてに納入すること。 

肥後銀行 託麻東支店 普通預金口座 ４７１３８８ 

第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会 事務局次長 西村 浩二 
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16 参加上の注意 

（１）各県監督・選手は競技に際し、所属県名を明示しなければならない。 

（２）健康診断は、事前に全選手に実施しておくこと。 

 

17 個人情報及び肖像権に関わる取り扱い 

  個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについては、第７７回国民体育大会実施要項総則１５及び 

特別国民体育大会冬季大会実施要項総則１６に準ずるものとする。 

 

18 総合開会式 

  第４２回九州ブロック大会の総合開会式は中止とする。 

 

19 開始式・表彰式 

競技別開始式並びに閉会式は、競技毎に会場で行う。 

  ※なお、各競技の開始式や表彰式は、感染拡大防止の観点から、原則、実施しないこととする。やむ

を得ず実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見直しによる時間短縮など

感染防止対策を講じること。 

 

20無観客での競技会実施 

  競技会場へ一般観覧者の入場は、以下の理由から認めないこととし、無観客で競技を実施とする。 

  ア 選手団と観客の動線分離や身体的距離の確保などの「３密」を避ける対策、行動を規制する対策

が困難 

  イ 新型コロナウイルス感染者の発生に備えた来場者の連絡先や行動歴の把握等、個人情報の収集、

管理が困難 

 

21 プログラム編成・組合せ 

プログラム編成は、熊本県各競技団体、また、組合せは、九州競技団体の責任において行い、次の期

日までに熊本県実行委員会事務局へ提出すること。 
季 別 期 日 競 技 名 

夏季大会 

令和４年 ４月２５日（月） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和４年 ６月２０日（月） 
水泳（アーティスティックスイミング）、テニス、 

体操（新体操）、馬術、スポーツクライミング 

令和４年 ７月 ４日（月） 
水泳（水球）、ボート、体操（トランポリン・競技）、 
カヌー（スプリント）、空手道、ボウリング、ゴルフ 

秋季大会 

令和４年 ８月 １日（月） 

サッカー、ウエイトリフティング、ソフトテニス、 
軟式野球、フェンシング、柔道、バドミントン、 
ライフル射撃、剣道、アーチェリー、銃剣道、弓道、 
なぎなた、ハンドボール 

令和４年 ８月 ８日（月） 

ホッケー、ボクシング、バレーボール、 

バスケットボール、卓球、ラグビーフットボール、 

ソフトボール 
冬季大会 令和４年１１月２１日（月） アイスホッケー 

 

22その他 

参加申込み、参加料、宿泊申込みが、定められた期限までに到着しない場合は、原則として本大会へ

の参加を認めない。 
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16 参加上の注意 

（１）各県監督・選手は競技に際し、所属県名を明示しなければならない。 

（２）健康診断は、事前に全選手に実施しておくこと。 

 

17 個人情報及び肖像権に関わる取り扱い 

  個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについては、第７７回国民体育大会実施要項総則１５及び 

特別国民体育大会冬季大会実施要項総則１６に準ずるものとする。 

 

18 総合開会式 

  第４２回九州ブロック大会の総合開会式は中止とする。 

 

19 開始式・表彰式 

競技別開始式並びに閉会式は、競技毎に会場で行う。 

  ※なお、各競技の開始式や表彰式は、感染拡大防止の観点から、原則、実施しないこととする。やむ

を得ず実施する場合は、参加人数の制限による間隔の確保やプログラムの見直しによる時間短縮など

感染防止対策を講じること。 

 

20無観客での競技会実施 

  競技会場へ一般観覧者の入場は、以下の理由から認めないこととし、無観客で競技を実施とする。 

  ア 選手団と観客の動線分離や身体的距離の確保などの「３密」を避ける対策、行動を規制する対策

が困難 

  イ 新型コロナウイルス感染者の発生に備えた来場者の連絡先や行動歴の把握等、個人情報の収集、

管理が困難 

 

21 プログラム編成・組合せ 

プログラム編成は、熊本県各競技団体、また、組合せは、九州競技団体の責任において行い、次の期

日までに熊本県実行委員会事務局へ提出すること。 
季 別 期 日 競 技 名 

夏季大会 

令和４年 ４月２５日（月） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和４年 ６月２０日（月） 
水泳（アーティスティックスイミング）、テニス、 

体操（新体操）、馬術、スポーツクライミング 

令和４年 ７月 ４日（月） 
水泳（水球）、ボート、体操（トランポリン・競技）、 
カヌー（スプリント）、空手道、ボウリング、ゴルフ 

秋季大会 

令和４年 ８月 １日（月） 

サッカー、ウエイトリフティング、ソフトテニス、 
軟式野球、フェンシング、柔道、バドミントン、 
ライフル射撃、剣道、アーチェリー、銃剣道、弓道、 
なぎなた、ハンドボール 

令和４年 ８月 ８日（月） 

ホッケー、ボクシング、バレーボール、 

バスケットボール、卓球、ラグビーフットボール、 

ソフトボール 
冬季大会 令和４年１１月２１日（月） アイスホッケー 

 

22その他 

参加申込み、参加料、宿泊申込みが、定められた期限までに到着しない場合は、原則として本大会へ

の参加を認めない。 

令和４年度国民体育大会 第４２回九州ブロック大会 

宿 泊 要 項 

 

１ 総 則 

（１）令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会（以下「大会」という。）熊本県実行委員会（以下

「委員会」という。）は、大会宿泊基本方針に基づき、大会の宿泊に関する必要な事項をこの要項に定

める。 

（２）この要項の適用対象者は、大会に参加する監督・選手・役員・視察員・報道（以下「参加者」という。）

とし、参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるような快適な宿舎を提供する。 

（３）宿泊に関する紛議等が生じた場合は、委員会が調停斡旋にあたることとする。 

 

２ 宿泊の選定と宿泊 

（１）参加者の宿泊は、原則として旅館・ホテル及び公共の宿泊施設とし、風紀、衛生上支障があると認め

られる施設は利用しない。 

（２）参加者の宿泊は、なるべく実施会場に近い周辺に選定する。 

（３）宿舎の斡旋は、委員会指定の「株式会社ＪＴＢ熊本支店」が行う。 

（４）指定した宿舎変更は、原則として認めない。任意に変更したことによって生じた全ての紛議及び損失

は、任意に変更した者が責任を負う。 

 ※１泊２食を希望であっても、宿舎の選定上、１泊朝食を基本としている宿泊施設を斡旋され、夕食が弁

当になる場合もあります。 

 

３ 宿泊料金等 

  宿泊料金、適用期間等は、次のとおりとする。 

（１）宿泊料金  ※但し、入湯税・宿泊税は含まれないので、精算時に支払うこと。 

料金等 

区分 

税抜き 宿泊料金（消費税１０％込み） 
 

１泊２食 １泊２食 １泊夕食 １泊朝食 素泊料金 

監督・選手・ 

大会参加者 
8,500円 9,350円 8,470円 7,480円 6,600円 入湯税別 

 

（２）宿泊、素泊及び半泊料金 

ア 宿泊とは、入宿日の１５時以降、出発日の１０時までとする。 

イ 素泊とは、食事を伴わない宿泊をいう。 

ウ 半泊とは、朝食又は夕食のいずれかを除いた宿泊をいう。この場合の料金は、素泊料金に飲食した

食事料金を加算した額とする。 

（３）欠食控除 

朝食を欠食する場合は前日の１８時までに、夕食を欠食する場合は当日の９時までに宿舎に申し出た場

合に限り、それぞれの食事料金を控除する。 

（４）宿泊料金等の精算 

宿泊責任者又は本人が原則として毎日宿舎に支払うものとする。ただし、監督、選手及び県本部役員に

あっては、出発日に精算することができる。 

（５）適用期間 

宿泊料金等の適用期間は、原則として大会開催３日前から終了後２日までとする。 
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４ 宿泊申込み 

各競技団体責任者は、Web入力により期限内に申し込むこと。各県スポーツ協会は、各競技団体の申込に

ついて承認し、把握すること。 

季別 競 技 名 申 込 期 限 申 込 先 

夏季

大会 

カヌー(ｽﾗﾛｰﾑ･ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ) 令和４年 ４月２２日（金） 宿泊申込専用アドレス 

https://kyushu-kokutai.net/ 

 

上記ＨＰのＱＲコード 

 

 

（お問い合わせ先） 

〒860-0807 

熊本県熊本市中央区下通1-8-22 

JTBビル2階 

株式会社JTB熊本支店 

Tel：096-322-4114 

Fax：096-325-8105 

メール：42kyuburo@jtb.com 

営業時間：月～金 9:30～17:30 

定休日：土曜日, 日曜日, 祝日 

【担当 池畑・福田・中村・花田・原田】 

水泳（ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ）、

テニス、体操（新体操）、 

馬術、 

スポーツクライミング 

令和４年 ６月１７日（金） 

水泳（水球）、ボート、 
体操（ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ・競技）、 
カヌー（ｽﾌﾟﾘﾝﾄ）、空手道、
ボウリング、ゴルフ 

令和４年 ７月 １日（金） 

秋季

大会 

サッカー、 
ウエイトリフティング、 
ソフトテニス、軟式野球、
フェンシング、柔道、 
バドミントン、 
ライフル射撃、剣道、 
アーチェリー、銃剣道、 
弓道、なぎなた、 
ハンドボール 

令和４年 ７月２９日（金） 

ホッケー、 

ボクシング、バレーボール、

バスケットボール、卓球、 

ラグビーフットボール、 

ソフトボール 

令和４年 ８月 ５日（金） 

冬季

大会 
アイスホッケー 令和４年１１月１８日（金） 

 

５ 宿泊の変更及び取り消し 

（１）宿泊申込期限までは、宿泊申込代表者がＷｅｂ入力により変更及び取消しを行うこととする。 

（２）宿泊申込締切後から配宿決定通知受領までの期間は変更及び取消は受付不可とする。 

（３）配宿決定通知受領後においては、宿泊責任者が直接当該宿舎へ申し出ることとし、その効力の発生は、 

申し出のあった日時とする。 

 

６ 宿泊取消料 

（１）宿泊取消料は次の通りとし、宿泊責任者又は本人が当該宿舎へ直接支払うものとする。 

取 り 消 し 申 出 区 分 取 消 料 

夏季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

秋季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

冬季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

 宿泊予定日の４日前まで 1 人 １，５００円 

 宿泊予定日の前日まで 1 人 ２，５００円 

 宿泊予定日の１２時まで 1 人 ３，０００円 

 宿泊予定日当日の１２時までに申し出がない場合 宿泊料金全額 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取消料のみとする。 
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４ 宿泊申込み 

各競技団体責任者は、Web入力により期限内に申し込むこと。各県スポーツ協会は、各競技団体の申込に

ついて承認し、把握すること。 

季別 競 技 名 申 込 期 限 申 込 先 

夏季

大会 

カヌー(ｽﾗﾛｰﾑ･ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ) 令和４年 ４月２２日（金） 宿泊申込専用アドレス 

https://kyushu-kokutai.net/ 

 

上記ＨＰのＱＲコード 

 

 

（お問い合わせ先） 

〒860-0807 

熊本県熊本市中央区下通1-8-22 

JTBビル2階 

株式会社JTB熊本支店 

Tel：096-322-4114 

Fax：096-325-8105 

メール：42kyuburo@jtb.com 

営業時間：月～金 9:30～17:30 

定休日：土曜日, 日曜日, 祝日 

【担当 池畑・福田・中村・花田・原田】 

水泳（ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ）、

テニス、体操（新体操）、 

馬術、 

スポーツクライミング 

令和４年 ６月１７日（金） 

水泳（水球）、ボート、 
体操（ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ・競技）、 
カヌー（ｽﾌﾟﾘﾝﾄ）、空手道、
ボウリング、ゴルフ 

令和４年 ７月 １日（金） 

秋季

大会 

サッカー、 
ウエイトリフティング、 
ソフトテニス、軟式野球、
フェンシング、柔道、 
バドミントン、 
ライフル射撃、剣道、 
アーチェリー、銃剣道、 
弓道、なぎなた、 
ハンドボール 

令和４年 ７月２９日（金） 

ホッケー、 

ボクシング、バレーボール、

バスケットボール、卓球、 

ラグビーフットボール、 

ソフトボール 

令和４年 ８月 ５日（金） 

冬季

大会 
アイスホッケー 令和４年１１月１８日（金） 

 

５ 宿泊の変更及び取り消し 

（１）宿泊申込期限までは、宿泊申込代表者がＷｅｂ入力により変更及び取消しを行うこととする。 

（２）宿泊申込締切後から配宿決定通知受領までの期間は変更及び取消は受付不可とする。 

（３）配宿決定通知受領後においては、宿泊責任者が直接当該宿舎へ申し出ることとし、その効力の発生は、 

申し出のあった日時とする。 

 

６ 宿泊取消料 

（１）宿泊取消料は次の通りとし、宿泊責任者又は本人が当該宿舎へ直接支払うものとする。 

取 り 消 し 申 出 区 分 取 消 料 

夏季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

秋季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

冬季大会 宿泊予定日の１週間前まで ０円 

 宿泊予定日の４日前まで 1 人 １，５００円 

 宿泊予定日の前日まで 1 人 ２，５００円 

 宿泊予定日の１２時まで 1 人 ３，０００円 

 宿泊予定日当日の１２時までに申し出がない場合 宿泊料金全額 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取消料のみとする。 

（２）監督、選手が競技会開始後において、競技の都合により宿泊を取り消す場合及び各県本部役員が当該

県の競技結果において取消す場合は、上記の定めにかかわらず次のとおりとする。 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取消料のみとする。 

 

（３）荒天及び新型コロナウイルス感染症により、全ての宿泊を取り消す場合は、上記の定めにかかわらず

次のとおりとする。 

  （注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取消料のみとする。 

 

（４）宿泊責任者又は本人が取消料を支払うことができない場合は、宿泊申込代表者が最終責任を負うもの

とする。 

 

７ 食 事 

参加者に提供する食事は、衛生的で栄養的にも調和がとれ、しかも郷土色を加味したものとする。 

（１）昼 食 

ア 原則として折り詰め弁当とし、７５６円（お茶付き、消費税（軽減税率８％）込み）で斡旋する。 

 ※ただし、弁当の対応については、試合日のみとし練習日の対応は行わない。 

イ 弁当の調達については、「株式会社ＪＴＢ熊本支店」に一任する。 

   ウ 食中毒防止から弁当業者が指定する時間までに摂ること。 

   エ 荒天及び新型コロナウイルス感染症により、全ての弁当を取り消す場合は次のとおりとする。 

全 取 り 消 し 申 出 区 分 取 消 料 

昼食予定日の３日前の１６時まで 無 料 

昼食予定日の３日前１６時以降から前日の１６時まで １人 ３７８円 

昼食予定日の前日１６時以降から当日 昼食代全額 

 

（２）食事時間 

食事の時間は次のとおりとし、競技の都合で時間外にする場合は、宿舎に申し出ること。 

□ 朝食：７時～９時  □ 夕食：１８時～２０時 

 

８ その他 

（１）宿泊の決定については、Ｗｅｂ上で通知する。 

（２）貴重品の取扱いについては、盗難防止のうえから、十分配慮することとする。 

（３）指定宿舎は、大会名、競技名、県名を明記した表示をするほか、適宜歓迎の意を表すものとする。 

（４）食中毒防止のため、外部からの食品の持ち込みをしないこととする。 

取 り 消 し 申 出 区 分 取 消 料 

宿泊予定日の１２時まで    無 料 

宿泊予定日の１２時以降１５時まで 1 人 ２，５００円 

宿泊予定日の１５時以降 宿泊料全額 

取 り 消 し 申 出 区 分 取 消 料 

宿泊予定日の７日前まで    無 料 

宿泊予定日の６日前から前日まで 1 人 ２，５００円 

宿泊予定日の当日 宿泊料全額 
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納入金 納入期限 振込口座名 金　額

各県分担金 ５月９日（月） 2,500,000円

参　加　料
1人500円

×　参加者数

各県競技団体
負担金

1種別3,000円
×　参加種別

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会
諸納入金振込口座一覧

【事務局所在地】

〒８６１－８０１２ 熊本市東区平山町2776 県民総合運動公園陸上競技場内

メールアドレス：kyushu-b@kumamoto-sports.or.jp

・夏季大会
　７月１日（金）

・秋季大会
　８月５日（金）

・冬季大会
　１１月１８日（金）

肥 後 銀 行 託 麻 東 支 店

普 通 預 金 口 座

No. ４ ７ １ ３ ８ ８

第４２回九州ブロック大会

熊 本 県 実 行 委 員 会

事務局次長 西村 浩二

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会事務局

ＴＥＬ：０９６－３８８－１５８１ ＦＡＸ：０９６－３８８－１５８４
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納入金 納入期限 振込口座名 金　額

各県分担金 ５月９日（月） 2,500,000円

参　加　料
1人500円
×　参加者数

各県競技団体
負担金

1種別3,000円
×　参加種別

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会
諸納入金振込口座一覧

【事務局所在地】

〒８６１－８０１２ 熊本市東区平山町2776 県民総合運動公園陸上競技場内

メールアドレス：kyushu-b@kumamoto-sports.or.jp

・夏季大会
　７月１日（金）

・秋季大会
　８月５日（金）

・冬季大会
　１１月１８日（金）

肥 後 銀 行 託 麻 東 支 店

普 通 預 金 口 座

No. ４ ７ １ ３ ８ ８

第４２回九州ブロック大会

熊 本 県 実 行 委 員 会

事務局次長 西村 浩二

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会熊本県実行委員会事務局

ＴＥＬ：０９６－３８８－１５８１ ＦＡＸ：０９６－３８８－１５８４

 
 

第７７回国民体育大会総則抜粋 

  

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。 

なお、参加資格については、「第 77 回国民体育大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準等の

解釈・説明」を併せて確認すること。 

【 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ http://www.japan-sports.or.jp/ 】 

(1) 参加資格 

ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日本

国籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。 

(ｱ) 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」（「日本国との平和条

約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別永住

者」を含む。） 

(ｲ) 少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「８ 参加申込方法」

で定めた参加申込締切時に１年以上在籍していること。 

ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」又は「家族滞在」（中

学３年生）に該当していること。 

(ｳ) 成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

ａ 少年種別年齢域にあった時点において前号(ｲ)に該当していた者であること。 
ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで 
「留学」に該当しないこと。 
［注］上記(ｳ)ｂについて、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する

者は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合も「留

学」と同等に扱う。 

イ 選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長（代表者）と体育・スポーツ協会会長

（代表者）が代表として認め、選抜した者であること。 

ウ 第 75 回又は第 76 回大会（都道府県大会及びブロック大会を含む）において選手又は監

督として参加した者は、次の場合を除き、第 75 回又は第 76 回大会と異なる都道府県から

参加することはできない。 

(ｱ) 成年種別 

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者 

ｂ 結婚又は離婚に係る者 

 [注]ａ及びｂは当該要件発生後、初めて参加するものに限る。 

ｃ ふるさと選手制度を活用する者（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

[注]別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受

け、ふるさと選手として参加する者を含む。 

ｄ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選 

手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 

(ｲ) 少年種別 

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者 

ｂ 結婚又は離婚に係る者 

ｃ 一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。） 

[注] ａからｃは当該要件発生後、初めて参加するものに限る。 

ｄ JOC エリートアカデミーに在籍する者（別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手 
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の参加資格の特例措置」による。） 

ｅ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選 

手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 

エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。 

オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ 1 競 

技に限り参加できる。 

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することは 

できない。 

キ 上記のほか、選手については次のとおりとする。 

(ｱ) 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。 

(ｲ) 健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。 

(ｳ) ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。 

ク 上記のほか、監督については公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」 

という。）公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者資格を有する者とし、各競技にお

ける対象資格については当該競技実施要項によるものとする。 

(2) 所属都道府県 

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から選

択することができる。 

ア 成年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ) 勤務地 

(ｳ) ふるさと（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

[注]別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。 

イ 少年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ) 「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。） 

(ｳ) 勤務地 

(ｴ) 別記３「JOCエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の 

所在地 

※ 「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、2022 

年４月 30 日以前から本大会終了時（2022 年 10 月 11 日）まで、引き続き当該地に、そ

れぞれ居住、勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。 

［成年種別］ 

ａ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の 

適用を受ける者 

［少年種別］ 

ａ 別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｃ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の 

適用を受ける者 

(3) 選手の年齢基準 

ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。 

(ｱ) 成年種別に参加する者は、2004 年４月１日以前に生まれた者とする。 

(ｲ) 少年種別に参加する者は、2004年４月２日から 2007年４月１日までに生まれた者とす 

る。 

(ｳ) 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、2022年４月１日を基準とする。 
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の参加資格の特例措置」による。） 

ｅ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選 

手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 

エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。 

オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ 1 競 

技に限り参加できる。 

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することは 

できない。 

キ 上記のほか、選手については次のとおりとする。 

(ｱ) 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。 

(ｲ) 健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。 

(ｳ) ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。 

ク 上記のほか、監督については公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」 

という。）公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者資格を有する者とし、各競技にお

ける対象資格については当該競技実施要項によるものとする。 

(2) 所属都道府県 

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から選

択することができる。 

ア 成年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ) 勤務地 

(ｳ) ふるさと（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

[注]別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。 

イ 少年種別 

(ｱ) 居住地を示す現住所 

(ｲ) 「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。） 

(ｳ) 勤務地 

(ｴ) 別記３「JOCエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の 

所在地 

※ 「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、2022 

年４月 30 日以前から本大会終了時（2022 年 10 月 11 日）まで、引き続き当該地に、そ

れぞれ居住、勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。 

［成年種別］ 

ａ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の 

適用を受ける者 

［少年種別］ 

ａ 別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」の適用を受ける者 

ｂ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｃ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の 

適用を受ける者 

(3) 選手の年齢基準 

ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。 

(ｱ) 成年種別に参加する者は、2004 年４月１日以前に生まれた者とする。 

(ｲ) 少年種別に参加する者は、2004年４月２日から 2007年４月１日までに生まれた者とす 

る。 

(ｳ) 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、2022年４月１日を基準とする。 

 
 

イ 日本スポーツ協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定す

ることができる。ただし、年齢の下限は中学３年生（2007 年４月２日から 2008 年４月１日

までに生まれた者）とする。 

(4) 前記の各事項に疑義のあるときは、日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議の上、

日本スポーツ協会がその可否を決定する。 

 

 

16 個人情報及び肖像権に関わる取り扱い 

日本スポーツ協会、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会、いちご一会とちぎ国体各 

競技会場地市町実行委員会及び国民体育大会実施競技中央競技団体（以下「国体関係機関・団体」 

という。）は、参加申込等を通じて取得する個人情報及び肖像権の取り扱いに関して以下のとおり 

対応するものとする。 

(1) 個人情報の取り扱い 

ア 利用目的 

大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された個人情報は、国体関係機・ 

団体において、参加資格の確認や競技組合せなどをはじめとする大会運営業務のために利用 

し、目的以外に利用しない。 

イ 公表の範囲と方法 

個人情報のうち、所属都道府県、氏名、性別、年齢、学校名、チーム名等、所属と個人を識 

別するために必要な情報については、以下の方法等により公表することがある。 

(ｱ) 総合プログラム及び競技別プログラムへの掲載 

(ｲ) 競技会場内におけるアナウンス等による紹介 

(ｳ) 競技会場内外の掲示板等への掲載 

(ｴ) 大会関連ホームページへの掲載 

(ｵ) 報道機関への提供 

ウ 競技結果（記録）等 

競技結果（記録）については、上記イで定めた個人情報とともに、以下の方法等により公 

表することがある。 

(ｱ) いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会が設置する記録本部を通じた公開 

(ｲ) 国体関係機関・団体及び報道機関等による新聞・雑誌及び関連ホームページ等への掲載 

(ｳ) 国体関係機関・団体が作成する大会報告書等への掲載 

(ｴ) 次回以降の大会プログラムへの掲載【新記録、優勝及び上位入賞結果（記録）等】 

(2) 肖像権に関する取り扱い 

ア 写真 

国体関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真が、新聞・ 

雑誌・報告書及び関連ホームページ等で公開されることがある。 

イ 写真（写真撮影企業等） 

国体関係機関・団体に認められた写真撮影企業等によって撮影された写真等が販売される 

ことがある。 

なお、各競技・会場における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。 

ウ 映像 

国体関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された映像が、中継・ 

録画放映及びインターネットによって配信されることがある。また、DVD 等に編集され、販 

売・配付されることがある。 

なお、各競技における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。 

(3) 対応 

ア 承諾の確認 
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大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された時点で、上記取り扱いに 

関する承諾を得たものとして対応する。 

なお、各競技会における取り扱いに伴い、別途、当該中央競技団体等によって個別に承諾 

を確認することがある。 

イ 役員等 

大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、国体関係機関・団体と大会に 

関する契約をしている者及び大会運営関係者については、上記取り扱いに関する承諾を得た 

ものとして対応する。 

 

 

別記１【国民体育大会ふるさと選手制度】 

１ 成年種別年齢域の選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項第

８項第１号及び第 10 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕に基づき、下記のいずれかを拠点 

とした都道府県から参加することができる。 

(1) 居住地を示す現住所 

(2) 勤務地 

(3) ふるさと 

２ 「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道

府県とする。 

ただし、JOC エリートアカデミーに係る選手については、別に定める「JOC エリートアカデミー

に係る選手の参加資格の特例措置」第３項により取り扱うものとする。 

３ 我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、日本

における滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。 

４ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を登

録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。 

５ 「ふるさと」から参加する選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内

移動選手の制限）に抵触しないものとする。 

６ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用できる回

数は２回までとする。 

７ 参加都道府県は「ふるさと選手」を所定の様式、方法により、当該大会実施要項で定めた参加申

込み締切り期日までに、公益財団法人日本スポーツ協会宛に提出する。 

 

 

別記２【「一家転住等」に伴う特例措置】 

転校への特例 

１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民体育大会開催基準要項細則第３ 

項(1)－1)－③）に抵触しないものとする。 

(1) この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。 

(2) 本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。 

なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。 

ア 親の転勤による一家の転居 

イ 親の結婚、離婚による一家の転居 

ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居 

(3) 転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。 

ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２(1)の場合は転居元、下記２(2)の場合は転居先

が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。 
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大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された時点で、上記取り扱いに 

関する承諾を得たものとして対応する。 

なお、各競技会における取り扱いに伴い、別途、当該中央競技団体等によって個別に承諾 

を確認することがある。 

イ 役員等 

大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、国体関係機関・団体と大会に 

関する契約をしている者及び大会運営関係者については、上記取り扱いに関する承諾を得た 

ものとして対応する。 

 

 

別記１【国民体育大会ふるさと選手制度】 

１ 成年種別年齢域の選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項第

８項第１号及び第 10 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕に基づき、下記のいずれかを拠点 

とした都道府県から参加することができる。 

(1) 居住地を示す現住所 

(2) 勤務地 

(3) ふるさと 

２ 「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道

府県とする。 

ただし、JOC エリートアカデミーに係る選手については、別に定める「JOC エリートアカデミー

に係る選手の参加資格の特例措置」第３項により取り扱うものとする。 

３ 我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、日本

における滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。 

４ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を登

録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。 

５ 「ふるさと」から参加する選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内

移動選手の制限）に抵触しないものとする。 

６ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用できる回

数は２回までとする。 

７ 参加都道府県は「ふるさと選手」を所定の様式、方法により、当該大会実施要項で定めた参加申

込み締切り期日までに、公益財団法人日本スポーツ協会宛に提出する。 

 

 

別記２【「一家転住等」に伴う特例措置】 

転校への特例 

１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民体育大会開催基準要項細則第３ 

項(1)－1)－③）に抵触しないものとする。 

(1) この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。 

(2) 本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。 

なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。 

ア 親の転勤による一家の転居 

イ 親の結婚、離婚による一家の転居 

ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居 

(3) 転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。 

ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２(1)の場合は転居元、下記２(2)の場合は転居先

が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。 

 
 

イ 報告を受けた都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体は、下記２(1)の場合は転

居先、下記２(2)の場合は転居元が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体

に対し、その旨報告し了承を得ること。 

２  本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。 

(1)  転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加することが 

できる。 

ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合 

イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合 

ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合 

(2) 転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加することが

できる。 

ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始されてい

ない場合 

 

 

別記３【JOCエリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置】 

公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「JOC エリートアカデミー」に係る選手のうち、

下記１に該当する者については、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項

第８項第１号及び第 10 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕及び別記１「国民体育大会ふるさと

選手制度」に関し、次の２～４の特例を適用する。 

１ 対象者 

(1) 少年種別年齢域の選手で JOC エリートアカデミーに在籍する者 

(2) 成年種別年齢域の選手で JOCエリートアカデミーを修了した者、または同アカデミーに在籍す

る者 

２ 少年種別年齢域の選手の所属都道府県 

本特例第１項－(1)に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、国民体育大

会開催基準要項細則第３項－(1)－2)‐②に定める「居住地を示す現住所」、「学校教育法第１条に

規程する学校の所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択すること

ができる。 

なお、同アカデミーへの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学してい

た小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。 

３ 成年種別年齢域の選手の「ふるさと」 

本特例第１項－(2)に定める成年種別年齢域の選手は、別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」

第２項に定める卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県の

ほか、同アカデミーでの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学していた

小学校の所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。 

４ 国内移動選手の制限に係る例外適用 

本特例第１項－(1)に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会（都道府県大会を含む）と異な

る都道府県から参加する場合、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選

手の制限）に抵触しないものとする。 

［注］ 本特例第１項－(2)に定める成年種別年齢域の選手については、国民体育大会開催基準要

項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の制限）の規定に従い取り扱うものとする 

 

 

別記４【トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置】 

我が国の競技力向上を支援する観点より、一定の競技力を有する選手に対して、「トップアスリー
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トの国民体育大会参加資格の特例措置（以下「本特例」という。）」を下記のとおり定める。 

１ 特例の対象となる選手 

本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。 

(1) 第 32 回オリンピック競技大会（2021 年・東京）に参加した者。 

(2)  2022 年４月 30 日時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象とし

て認めた者 

ア JOC オリンピック強化指定選手 

イ 各競技（種目）における国内ランキング上位 10 位以内の者 

ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手 

※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上のカテゴリ

ーを対象とする。 

２ 特例の内容 

(1) 予選会の免除 

本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びブロック大会を経ずに国民体育大

会本大会に参加することができるものとする。ただし、ブロック大会実施競技種目・種別にお

いては、当該都道府県代表選手又はチームがブロック大会に参加し、本大会参加枠を獲得して

いる場合とする。 

(2) 資格要件（日数要件の緩和） 

本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」を選

択する場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以下のとおりとする。 

ア 居住地を示す現住所 

次の要件をいずれも満たすものとする。 

(ｱ) 2022 年４月 30 日以前から大会終了時(2022 年 10 月 11 日)まで引き続き、住民票記

載の住所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を

含む）において生活している実態がないこと。 

なお、生活の実態については、下記要件により判断する。 

ａ 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること 

ｂ 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること 

ｃ 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること 

ｄ 当該住居に主要な家財道具が存すること 

(ｲ) 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点とし

ていること。 

イ 勤務地 

次の要件をいずれも満たすものとする。 

(ｱ) 2022 年４月 30 日以前から大会終了時（2022 年 10 月 11 日）まで引き続き、雇用主

と雇用契約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通

勤し、勤務していること。 

(ｲ) 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。 

３ 国内移動選手の制限 

本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細則第

３項－(1)－1)－③のとおりとする 

 

 

別記５【東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置】 

１ 特例の対象となる被災地域都道府県 

震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千
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トの国民体育大会参加資格の特例措置（以下「本特例」という。）」を下記のとおり定める。 

１ 特例の対象となる選手 

本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。 

(1) 第 32 回オリンピック競技大会（2021 年・東京）に参加した者。 

(2)  2022 年４月 30 日時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象とし

て認めた者 

ア JOC オリンピック強化指定選手 

イ 各競技（種目）における国内ランキング上位 10 位以内の者 

ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手 

※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上のカテゴリ

ーを対象とする。 

２ 特例の内容 

(1) 予選会の免除 

本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びブロック大会を経ずに国民体育大

会本大会に参加することができるものとする。ただし、ブロック大会実施競技種目・種別にお

いては、当該都道府県代表選手又はチームがブロック大会に参加し、本大会参加枠を獲得して

いる場合とする。 

(2) 資格要件（日数要件の緩和） 

本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」を選

択する場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以下のとおりとする。 

ア 居住地を示す現住所 

次の要件をいずれも満たすものとする。 

(ｱ) 2022 年４月 30 日以前から大会終了時(2022 年 10 月 11 日)まで引き続き、住民票記

載の住所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を

含む）において生活している実態がないこと。 

なお、生活の実態については、下記要件により判断する。 

ａ 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること 

ｂ 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること 

ｃ 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること 

ｄ 当該住居に主要な家財道具が存すること 

(ｲ) 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点とし

ていること。 

イ 勤務地 

次の要件をいずれも満たすものとする。 

(ｱ) 2022 年４月 30 日以前から大会終了時（2022 年 10 月 11 日）まで引き続き、雇用主

と雇用契約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通

勤し、勤務していること。 

(ｲ) 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。 

３ 国内移動選手の制限 

本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細則第

３項－(1)－1)－③のとおりとする 

 

 

別記５【東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置】 

１ 特例の対象となる被災地域都道府県 

震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千

 
 

葉県の６県を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。 

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこととする。 

２ 特例の内容 

(1)  特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和 

以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」の各要件を

満たしていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。 

【特例の対象者】 

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県におけ

る「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」の各要件を満たすことができなくな

った者。 

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。 

ア 2011 年３月 11 日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住または勤務して

いた者。もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者

であること。 

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、 2022 年４月 30 日以前から大会終了時（2022 年

10 月 11 日）まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または

「勤務地」とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。 

(2) 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和 

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動した以下の選手及

び監督については、移動先の都道府県から参加することができる。 

なお、この場合、第 75 回及び第 76 回大会に当該特例対象県から参加していても、国民体

育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)－③（国内移動選手の制限）には抵触しないものと

する。 

【特例の対象者】 

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県から

移動せざるを得なかった者。 

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。 

(ｱ) 2011 年３月 11 日時点において、当該特例対象県内に居住または勤務していた者。もし

くは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。 

(ｲ) 移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」とする要件

を満たしていること。 

なお、移動が生じた時期が 2022 年４月 30 日以降の場合は、移動先の都道府県の予選会

開始までに要件を満たしていることとする。 

[注] 「居住地を示す現住所」及び「学校所在地」として参加を希望する者については、当

該自治体への住所に関する届出または学籍に係る要件を満たしていなくとも、それに準

ずる公的な証明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは通学している実

態を有していると日本スポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場すること

ができる。 

イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から第 76 回大会または第 77 回大会

に参加した者が、2023 年開催の特別大会において、以下のような震災にかかる理由により

再度都道府県を移動して参加する場合は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－(1)－1)

－③（国内移動選手の制限）には抵触しないものとする。 

＜例＞ ○  避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合 

○  避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤 

務地」とする場合 

○  他の都道府県に避難先を移す場合 

(3)  避難等による移動先の属する都道府県において学校を卒業した場合の「ふるさと」選択要件 
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の緩和避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校または高等学校を卒業し

た者が、成年種別年齢域に達した際、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する

場合、以下のいずれかを「ふるさと」として登録することができる。 

ア  卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校または高等学校の所在地 

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、卒業

小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録

した「ふるさと」は変更できない。 

【特例の対象者】 

2011 年度から 2012 年度（小学校は 2015 年度）までに、避難等による移動先の属する都道

府県において小学校、中学校または高等学校を卒業した者。 



 
 

の緩和避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校または高等学校を卒業し

た者が、成年種別年齢域に達した際、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する

場合、以下のいずれかを「ふるさと」として登録することができる。 

ア  卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校または高等学校の所在地 

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、卒業

小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録

した「ふるさと」は変更できない。 

【特例の対象者】 

2011 年度から 2012 年度（小学校は 2015 年度）までに、避難等による移動先の属する都道

府県において小学校、中学校または高等学校を卒業した者。 



－24－
 

（５）馬術競技 

 

１ 期  日  令和４年７月９日（土）・１０日（日） 

 

２ 会  場  菊池市 

（１） 競技会場  熊本県立菊池農業高等学校馬術競技場 

（２） 練習会場  同 上 

 

３ 種別及び参加人員 

 人数及び頭数 参加人員 参加馬数 

区 分  １県あたり 合 計 １県あたり 合 計 

監督（ホースマネージャー） ２×（８）  １６  

選 

手 

個 人 

成年男子 ３×（８）  ２４ 

 ７×（８）  ５６ 
成年女子 ２×（８）  １６ 

少  年 ３×（８）  ２４ 

団 体 少  年 ３×（８） ２４ 

合      計 １３×（８） １０４  ７×（８）  ５６ 

 （注） ・監督（ホースマネージャー）２名のうち１名はホースマネージャーとする。 

・監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができるが各種別１名以下とする。 

     ・予備選手は、各種別（成年男子、成年女子、少年）にそれぞれ２名登録することができる。 

     ・予備馬は、１県３頭とする。 

 

４ 競技日程並びに競技種目及び実施要項 

【 第１日 ７月９日（土） 】 ７：００～ 

競 技 種 目 実 施 要 項 

第 １ 競 技 成年男子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第 ２ 競 技 成年女子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第３－１競技 
成年男子国体総合馬術競技

（ 馬 場 馬 術 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。ＦＥＩ総合馬術競

技３スター2021馬場馬術課目Ｂを実施する。 

第 ４ 競 技 少年馬場馬術競技 
日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人を実施する。 

第 ５ 競 技 
成年男子スピードアンド 

ハンディネス競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用する。 

高さ１．３０ｍ以下、幅１．５０ｍ以下、１２障害以内、全長

約６５０ｍ以内とする。 

第 ６ 競 技 

 

少年標準障害飛越競技 

 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適

用する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．

５０ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００

ｍ以内とする。 

第 ７ 競 技 成年女子二段階障害飛越競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 ２７４条５．３を適用する。

高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、速度３５０ｍ／分、

全長約６００ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

第８－１競技 
少年団体障害飛越競技 

（ １ 回 戦 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１０障害以内、速度

３５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内とする。 
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（５）馬術競技 

 

１ 期  日  令和４年７月９日（土）・１０日（日） 

 

２ 会  場  菊池市 

（１） 競技会場  熊本県立菊池農業高等学校馬術競技場 

（２） 練習会場  同 上 

 

３ 種別及び参加人員 

 人数及び頭数 参加人員 参加馬数 

区 分  １県あたり 合 計 １県あたり 合 計 

監督（ホースマネージャー） ２×（８）  １６  

選 

手 

個 人 

成年男子 ３×（８）  ２４ 

 ７×（８）  ５６ 
成年女子 ２×（８）  １６ 

少  年 ３×（８）  ２４ 

団 体 少  年 ３×（８） ２４ 

合      計 １３×（８） １０４  ７×（８）  ５６ 

 （注） ・監督（ホースマネージャー）２名のうち１名はホースマネージャーとする。 

・監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができるが各種別１名以下とする。 

     ・予備選手は、各種別（成年男子、成年女子、少年）にそれぞれ２名登録することができる。 

     ・予備馬は、１県３頭とする。 

 

４ 競技日程並びに競技種目及び実施要項 

【 第１日 ７月９日（土） 】 ７：００～ 

競 技 種 目 実 施 要 項 

第 １ 競 技 成年男子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第 ２ 競 技 成年女子馬場馬術競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。 

第３－１競技 
成年男子国体総合馬術競技

（ 馬 場 馬 術 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。ＦＥＩ総合馬術競

技３スター2021馬場馬術課目Ｂを実施する。 

第 ４ 競 技 少年馬場馬術競技 
日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人を実施する。 

第 ５ 競 技 
成年男子スピードアンド 

ハンディネス競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用する。 

高さ１．３０ｍ以下、幅１．５０ｍ以下、１２障害以内、全長

約６５０ｍ以内とする。 

第 ６ 競 技 

 

少年標準障害飛越競技 

 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適

用する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．

５０ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００

ｍ以内とする。 

第 ７ 競 技 成年女子二段階障害飛越競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 ２７４条５．３を適用する。

高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、速度３５０ｍ／分、

全長約６００ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。 

第８－１競技 
少年団体障害飛越競技 

（ １ 回 戦 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１０障害以内、速度

３５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内とする。 

 
 

 

【 第２日 ７月１０日（日） 】 ８：００～ 

競  技  種  目 実 施 要 項 

第３－２競技 
成年男子国体総合馬術競技 

（ 障 害 飛 越 ） 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、障害数１０～１１/

最大飛越数１４以内、速度３５０ｍ／分、全長約６００ｍ以内

とする。 

第 ９ 競 技 

 

成年男子トップスコア競技 

 

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

高さ０．９０～１．５０ｍ、幅１．８０ｍ以下、１０障害以内、

規定時間６０秒とする。 

第１０競技 成年女子標準障害飛越競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適

用する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．

５０ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００

ｍ以内とする。 

第１１競技 
少年スピードアンド 

ハンディネス競技 

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用す

る。高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１２障害以内、

全長約６５０ｍ以内とする。 

第８－２競技 
少年団体障害飛越競技 

（  準  決  勝  ） 
（ １ 回 戦 と 同 じ ） 

第８－３競技 
少年団体障害飛越競技 

（  決    勝  ） 
（ １ 回 戦 と 同 じ ） 

 

５ 人馬の参加資格 

  第７７回国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）選手は、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者資格Ｂ級以上の取得者であること。ただし、少年

種別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の資格がない場合は、日本馬術連盟の会員であることのほ

か、参加県の馬術連盟会長が発行する技能証明書を日本馬術連盟会長宛に提出すること。なお、少年種

別に参加する選手には２００７年４月２日から２００８年４月１日までの間に生まれた中学３年生を含

むものとする。 

（２）大学生の所属は、居住地及び出身校所在地の２か所いずれかとする。 

（３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

（４）馬匹は、参加県を重複して出場することができない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チームに提

供する馬匹をのぞく。 

（５）本大会に出場する選手は、ブロック大会に必ず登録していること。 

（６）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認馬術コーチ１、公認馬

術コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。 

（７）第７７回国民体育大会競技実施要項５の『（２）ア ブロック大会に参加する都道府県は、内国産馬を１

頭以上含めること。』については、本大会のとおり個人競技に５頭以上出場する場合、必ず１頭以上内国

産馬を出場させなければならない。なお、乗馬の変更がある場合も同様とする。また、個人競技に５頭

以上出場する場合は、予備登録馬に内国産馬を登録することが望ましい。 

 

６ 競技規程 

（１）この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

（２）申込後の選手の変更は、登録選手内で監督会議までに文書で申請すること。馬の変更については、予備

登録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請すること。その出場の可否は、監督会議で

決定する。追加申請は認めない。 

（３）団体障害飛越競技は、参加県が１頭馬匹を用意し、その前段に乗ることとする。団体障害飛越競技メン

バーは、３名の登録した選手の内２名で行う。 

「順位決定」 ・３、４位は準決勝における提供馬の成績による。 

・５～８位は１回戦における提供馬の成績による。 

（４）選手は、個人競技と団体競技に重複して出場することができる。 
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（５）個人競技では、１頭が合計５種目まで出場できる。 

１県が同一競技で出場できる数は、馬場馬術が１人馬、障害競技と国体総合馬術競技は２人馬以内と 

する。 

（６）個人競技では、全種目を通じて出場は１人１種目１回、１人２種目までとする。団体障害飛越競技は 

枠外とする。 

（７）選手及び馬匹は、同一種目に１回限りしか出場できない。 

（８）乗馬服はＦＥＩ規定を適用する。キュロットは男性、女性とも白またはオフホワイトとし、男性のネク

タイは白、また女性はチョーカーを着用とする。（ＦＥＩ規定を適用）障害飛越競技の場合は、必ず固定

式顎紐付き乗馬用防護帽を着用すること。 

なお、ブロック大会では所属する県名を明記しなくてもよいが、本国体では服装に必ず明記すること。 

（９）天候による上着の着用の有無は、競技審判団の決定による。 

 

７ 総合成績決定方法 

（１）各種目に次のとおり競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその競技得点を共有し、次の順位を欠

位とする。 

・１位＝８点     ・２位＝７点     ・３位＝６点      ・４位＝５点 

・５位＝４点     ・６位＝３点     ・７位＝２点      ・８位＝１点 

（２）総合成績は、各県ごとに競技得点を合計しその得点の多い順に決めるが、同点の場合は当該県を比較し、 

上位入賞個人種目を多くもっている県を上位とする。 

 

８ 表  彰 

  総合成績及び各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

９ 九州地区より本大会に出場できる人馬及び競技種目 

  ・監督及びホースマネージャー  １６人（２人×８県） 

  ・選     手        ３８人（個人競技３６人＋団体競技２人） 

  ・馬     匹        ２７頭（個人競技２５頭＋団体競技２頭） 

  ・出  場  枠  数        ７８ （個人競技７６＋団体競技２） 

 

10 本大会の決定方法 

（１）総合成績上位より、次の表の範囲内でその実績を割り当てる。 

（２）個人競技種目の各種目の優勝県に本大会出場の優先権を与える。 

（３）少年団体障害競技の優勝県及び２位の県に本大会出場の優先権を与える。 

（４）馬場馬術競技の優勝県は、当該馬場馬術種目への本大会出場を必須とし、出場なき場合、当該出場権利は

消滅し、その権利を他の種目へ換えることはできない。 

（５）出場競技種目に何らかの理由で空白が生じた場合、総合成績上位順位に権利を獲得できる。（監督及びホ

ースマネージャーを含む） 

総合成績順位 
個   人 団 体 （少年） 

選 手 数 馬 匹 数 選 手 数 馬 匹 数 

１ 位 ８ 人 ５ 頭 ２ 人 １ 頭 

２ 位 ７ 人 ５ 頭  １ 頭 

３ 位 ６ 人 ４ 頭   

４ 位 ５ 人 ３ 頭   

５ 位 ４ 人 ３ 頭   

６ 位 ３ 人 ２ 頭   

７ 位 ２ 人 ２ 頭   

８ 位 １ 人 １ 頭   

合 計 ３６ 人 ２５ 頭 ２ 人 ２ 頭 

九州ブロックの本国体出場数 
成年男子 成年女子 少年 計 

１３人 １１人 １４人（１２人＋２人） ３８人 
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（５）個人競技では、１頭が合計５種目まで出場できる。 

１県が同一競技で出場できる数は、馬場馬術が１人馬、障害競技と国体総合馬術競技は２人馬以内と 

する。 

（６）個人競技では、全種目を通じて出場は１人１種目１回、１人２種目までとする。団体障害飛越競技は 

枠外とする。 

（７）選手及び馬匹は、同一種目に１回限りしか出場できない。 

（８）乗馬服はＦＥＩ規定を適用する。キュロットは男性、女性とも白またはオフホワイトとし、男性のネク

タイは白、また女性はチョーカーを着用とする。（ＦＥＩ規定を適用）障害飛越競技の場合は、必ず固定

式顎紐付き乗馬用防護帽を着用すること。 

なお、ブロック大会では所属する県名を明記しなくてもよいが、本国体では服装に必ず明記すること。 

（９）天候による上着の着用の有無は、競技審判団の決定による。 

 

７ 総合成績決定方法 

（１）各種目に次のとおり競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその競技得点を共有し、次の順位を欠

位とする。 

・１位＝８点     ・２位＝７点     ・３位＝６点      ・４位＝５点 

・５位＝４点     ・６位＝３点     ・７位＝２点      ・８位＝１点 

（２）総合成績は、各県ごとに競技得点を合計しその得点の多い順に決めるが、同点の場合は当該県を比較し、 

上位入賞個人種目を多くもっている県を上位とする。 

 

８ 表  彰 

  総合成績及び各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

９ 九州地区より本大会に出場できる人馬及び競技種目 

  ・監督及びホースマネージャー  １６人（２人×８県） 

  ・選     手        ３８人（個人競技３６人＋団体競技２人） 

  ・馬     匹        ２７頭（個人競技２５頭＋団体競技２頭） 

  ・出  場  枠  数        ７８ （個人競技７６＋団体競技２） 

 

10 本大会の決定方法 

（１）総合成績上位より、次の表の範囲内でその実績を割り当てる。 

（２）個人競技種目の各種目の優勝県に本大会出場の優先権を与える。 

（３）少年団体障害競技の優勝県及び２位の県に本大会出場の優先権を与える。 

（４）馬場馬術競技の優勝県は、当該馬場馬術種目への本大会出場を必須とし、出場なき場合、当該出場権利は

消滅し、その権利を他の種目へ換えることはできない。 

（５）出場競技種目に何らかの理由で空白が生じた場合、総合成績上位順位に権利を獲得できる。（監督及びホ

ースマネージャーを含む） 

総合成績順位 
個   人 団 体 （少年） 

選 手 数 馬 匹 数 選 手 数 馬 匹 数 

１ 位 ８ 人 ５ 頭 ２ 人 １ 頭 

２ 位 ７ 人 ５ 頭  １ 頭 

３ 位 ６ 人 ４ 頭   

４ 位 ５ 人 ３ 頭   

５ 位 ４ 人 ３ 頭   

６ 位 ３ 人 ２ 頭   

７ 位 ２ 人 ２ 頭   

８ 位 １ 人 １ 頭   

合 計 ３６ 人 ２５ 頭 ２ 人 ２ 頭 

九州ブロックの本国体出場数 
成年男子 成年女子 少年 計 

１３人 １１人 １４人（１２人＋２人） ３８人 

 

 

11 参加申込方法 

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和４年６月１７日（金）までに申込手続きを完了すること。 

（２）申込後の人馬の変更 

ア 申込後は、人馬の変更をしない。ただし、申込みと同時に、予備登録選手を各種別（成年男子、成

年女子、少年。ただし、団体障害飛越競技を除く。）に各々２名登録でき、予備馬を1県３頭登録で

きる。 

イ 申込後の人馬の変更は、大会総則１０（３）により、監督会議までに文書で申請する。 

馬の変更は、予備登録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請する。 

その出場の可否は、監督会議で決定する。追加申請は認めない。 

 

12 参加上の注意 

（１）個人競技の出場順番は、担当県が抽選によって決定する。 

（２）団体障害飛越競技の組合せは、各県代表者による抽選で決定する。 

（３）団体障害飛越競技に出場する県は、使用馬匹1頭を提供するものとする。 

（４）馬匹の入厩は、令和４年７月８日（金）午前６時からとする。 

ア 入厩時に、乗馬登録証及び馬匹健康手帳を事務局に提出するものとする。 

馬インフルエンザの予防接種は法に基づき実施し、獣医師の証明があること。 

また、過去に基礎及び補強を実施し、以降、毎年補強が実施されていなければならない。 

所定のとおり実施していない馬匹については、入厩できない。 

イ 退厩時には、馬房掃除を行い、係員の確認を受けること。 

（５）馬糧等の支給斡旋はしない。 

（６）輸送費は補助しない。 

（７）参加人馬の事故に対しては、応急手当はするが、主催者はその責任を負わない。 

 

13 熱中症対策について 

 （１）避暑用のテントを設置し、休憩場所を準備する。 

 

14 そ の 他 

（１） 監督会議 

・日 時  令和４年７月８日（金） １６：００～ 

・会 場  熊本県立菊池農業高等学校 農業センター 

（２） 監督会議（表彰式） 

・日 時  令和４年７月１０日（日） 競技終了後 

・会 場  熊本県立菊池農業高等学校 農業センター 
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第７７回国民体育大会馬術競技種目別九州ブロック出場枠一覧 
 

 

種別 競技種目 出場枠 
出場権枠 

1 2 3 4 

成 

年 

男 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② スピードアンドハンディネス競技 4     

③ ダービー競技 4     

④ 国体総合馬術競技 4     

⑤ 六段障害飛越競技 4     

⑥ トップスコア競技 4     

⑦ 馬場馬術競技 2     

⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 28 

成 

年 

女 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② 二段階障害飛越競技 4     

③ トップスコア競技 4     

④ ダービー競技 4     

⑤ 馬場馬術競技 2     

⑥ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 20 

 ① 標準障害飛越競技 4     

 ② スピードアンドハンディネス競技 4     

 ③ リレー競技 4     

少 ④ ダービー競技 4     

 ⑤ トップスコア競技 4     

年 ⑥ 二段階障害飛越競技 4     

 ⑦ 馬場馬術競技 2     

 ⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

 ⑨ 団体障害飛越競技 2     

 小  計 30 

 合  計 78 
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第７７回国民体育大会馬術競技種目別九州ブロック出場枠一覧 
 

 

種別 競技種目 出場枠 
出場権枠 

1 2 3 4 

成 

年 

男 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② スピードアンドハンディネス競技 4     

③ ダービー競技 4     

④ 国体総合馬術競技 4     

⑤ 六段障害飛越競技 4     

⑥ トップスコア競技 4     

⑦ 馬場馬術競技 2     

⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 28 

成 

年 

女 

子 

① 標準障害飛越競技 4     

② 二段階障害飛越競技 4     

③ トップスコア競技 4     

④ ダービー競技 4     

⑤ 馬場馬術競技 2     

⑥ 自由演技馬場馬術競技 2     

小  計 20 

 ① 標準障害飛越競技 4     

 ② スピードアンドハンディネス競技 4     

 ③ リレー競技 4     

少 ④ ダービー競技 4     

 ⑤ トップスコア競技 4     

年 ⑥ 二段階障害飛越競技 4     

 ⑦ 馬場馬術競技 2     

 ⑧ 自由演技馬場馬術競技 2     

 ⑨ 団体障害飛越競技 2     

 小  計 30 

 合  計 78 
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№ 競 技 団 体 名 会 長 名 理 事 長 名 事務局担当者名 〒 連絡先住所 電話/FAX番号

（水球）赤﨑慎哉 熊本市東区小山2-24-86 096-389-2917

（ＡＳ）渡邉晶子 本田幸範様方 同上

菊池郡大津町大津1340 096-294-2070

熊本県立大津高等学校内 同上

菊池市泗水町吉富250 0968-25-5611

熊本県立菊池農業高等学校内 同上

熊本市北区植木町大和36-8 096-273-0034

松井清明様方 同上

熊本市中央区水前寺5-23-2 096-382-5214

水前寺野球場内 同上

菊池市旭志新明1453-2 050-3404-9864

永田哲士様方 同上

熊本市北区徳王2-13-21 096-356-5751

岩下様方 同上

熊本市中央区水前寺公園28-51 096-382-9601

熊本テルサ内 同上

熊本市中央区水前寺1-15-4 096-387-2299

ダイコー水前寺駅通り3(1F) 096-387-2301

熊本市中央区内坪井町4-8 096-323-1565

熊本中央高等学校内 同上

熊本市北区徳王1-8-1 096-223-5801

（株）テレビ熊本気付 096-223-5802

上益城郡嘉島町鯰1880 096-235-4133

熊本回生会病院内 096-237-2252

山鹿市志々岐818 0968-41-8404

オムロン鹿陽センター内 同上

熊本市中央区大江5丁目2-1 080-3379-5539

九州学院高等学校内 096-363-2576

熊本市南区近見6-16-29 096-247-6980

096-247-6981

熊本市中央区水前寺5-23-2 096-381-9091

熊本武道館内 096-382-6939

熊本市中央区水前寺5-23-2 096-381-8998

熊本武道館内 同上

菊池郡菊陽町武蔵ヶ丘北1-16-19　 096-338-9226

児玉龍二様方 同上

熊本市南区元三町5丁目1-1　 096-357-8800

熊本県立熊本農業高等学校内 096-357-6699

熊本市中央区国府2-5-36 096-372-2125

小早川央様方 同上

天草市本渡町本戸馬場495　 0969-23-2141

熊本県立天草拓心高等学校内 0969-23-0784

菊池市班蛇口525-5 0968-27-1680

菊池市斑蛇口湖艇庫研修センター 気付 同上

熊本市中央区新屋敷3-15-11-202 090-3078-7291

―

熊本市中央区大江6-1-33　 096-366-1201

開新高等学校内 096-372-6052

合志市須屋2972-207 096-242-3500

渋谷一幸様方 同上

（SL/WW）多喜田友光 水俣市長野町11-3 0966-62-1684

（SP）大瀬修平 松山勝征様方 同上

熊本市中央区水前寺5-23-2 096-387-0643

熊本武道館内 同上

熊本市東区長嶺東6丁目15-11　 090-7446-5819

坂本様方 096-288-8815

熊本市中央区水前寺5-23-2 096-382-4912

熊本武道館内 ―

葦北郡芦北町大字芦北2593-2 0966-83-9680

芦北オフィス201 101号 0966-83-9681

熊本市中央区九品寺2-6-57 096-375-0050

（株）コスギ不動産本社内 096-375-0051

熊本市南区野口1-6-29 090-8356-3861

0964-25-5118

会長名 事務局長 事務局担当者名 〒 連絡先住所 ＴＥＬ/ＦＡＸ

熊本市東区平山町2776 えがお健康ｽﾀｼﾞｱﾑ 096-388-1581

（公財）熊本県スポーツ協会内 096-388-1584

13

12 861-3193

藤山　直秀

木下　龍起 奥園　栄純熊本県ハンドボール協会 岡﨑　恭代 861-0542

坂田　　理

松原　和哉 862-0949

松藤　誠郎

14 熊本県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 岡村　　隆 野口　光太郎

861-4101今田　周作15

16

(一社）熊本県サッカー協会 前川　隆道

野口　光太郎

―

30 熊本県ボウリング連盟 堀田　浩毅

25 熊本県銃剣道連盟 沼沢　　満 松本　栄一郎

22 熊本県ボート協会

24

28

熊本県フェンシング協会 江藤　正行

23 熊本県ホッケー協会 坂本　哲志 入江　栄俊

三井　宜之

波多野  大祐

本山　幹子伊豆　英一

丸山　敬生

釼羽　逸朗

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会競技団体事務局一覧

名　　　　　　　称

大潮　八郎
智内　由美

862-0956

9 熊本県卓球協会 松本　秀幸 加藤　憲二 加藤　憲二 862-0950

8 熊本県テニス協会 二口　　稔 多比良　景三

吉田　博紀 中元　正人

26 熊本県カヌー協会 松村　祥史 松山　勝征 867-0013

渋谷　一幸

869-5461

3 熊本県馬術連盟 前川　　收 渕上　裕仁 岡部　ひろ美 861-1201

（一社）熊本県水泳協会 辛木　秀子 本田　幸範

2 熊本県体操協会 馬場　成志 西　　照彦 西　   照彦 869-1233

1 861-8045

堀田　浩毅

弥富　親秀

862-0950

27 熊本県空手道連盟 森野　修二

17 熊本県剣道連盟

862-0950

869-1112児玉　龍二

中村　亮介

河津　修司 伊東　　隆

20 熊本県ライフル射撃協会 中山　峰男 小早川　　央

香月　俊彦

21

西山　徳幸

29 熊本県なぎなた連盟

熊本県アーチェリー協会

10 熊本県バドミントン協会 木村　洋一郎

866-0052

田嶋　時子 860-0077

福原　俊明

山西　孝起

山下　照喜

862-8676

熊本県ボクシング連盟

熊本県柔道協会

熊本県ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ協会 後藤　　誠 海﨑　良仙

西垣　祥二郎

18 熊本県弓道連盟 信國　幸人 浅野　幸一郎

19 林　 健太郎 861-4105

尾方　正照

861-5525

（一社）熊本県バスケットボール協会 桑原　洋征 野田　明宏
野田　明宏
浅井　和幸
山本　就子

861-8012

熊本県軟式野球連盟 馬場　成志

坂崎　哲也 861-5592

高橋　伸明

863-0002

熊 本 県 実 行 委 員 会 事 務 局 甲斐　隆博 平江　公一

32 熊本県アイスホッケー連盟 桑原　正彦 巻　　昇治

31 熊本県ゴルフ協会 小杉　康之

伊東　   隆

北原　　茂

4 熊本県山岳・スポーツクライミング連盟

862-0950

11 熊本県バレーボール協会 本松　　賢 小串　公勝

西本　安幸 松井　清明

5

水野　修身

6 熊本県ソフトボール協会 小早川　宗弘 赤城　陽一 狩野　紀彦 869-1207

7 熊本県ソフトテニス連盟

松井　清明 861-0143

鈴木　邦章村岡　　隆

岩下　敏和

大石　英博 861-4137

862-0950

宮﨑　不二男 862-0950

香月　俊彦 861-1671

862-8677

862-0975

861-1102

久保　昌代

末上　竜誠 862-0976



－31－

・

・

：
：

令和

：
：

※２

成年種別

その他の必要事項
(身長、体重、記録等)

所在地は，市区町村名まで記入する。ふるさとを選択した場合には「卒業学校名」を記入する。

ア．居住地を示す現住所　イ．学校教育法第１条に規定する学校の所在地　ウ．勤務地少年種別
ア．居住地を示す現住所　イ．勤務地　ウ．ふるさと

エ．「JOCｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに係る選手の参加資格の特例」に定める小学校の所在地

たか記号で記入する。
※１

所属区分※１
〒
　　　県

プログラム掲載用所属

県
例外適用
※３

・

県
前々回大会参加
都　道　府　県　名

中央競技団体
登 録 の 有 無

前回大会参加
都　道　府　県　名

所属の所在地※２

月 日
生年月日

年氏　　名

２　交代(変更)・棄権の理由

３　交代(変更)選手　※棄権の場合は記入不要

参加申込監督・選手名

フリガナ

歳

西暦

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会
参加監督・選手(交代(変更)届・棄権届)

種別 部・種目別

１　参加申込監督・選手
※いずれかを○印で囲む

競技名

県スポーツ協会

有 無

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会所属都道府県について、次のいずれかを選択して参加し

殿
殿

今回と前回大会(不出場の場合は前々回大会)の参加都道府県が異なる場合、次のいずれか該当するもの

日月年

を記入する。［１．新卒業者　２．結婚又は離婚　３．ふるさと(成年)　４．一家転住(少年) ５．ＪＯＣｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰ(少年)］

有の場合
番号等

印

印

協会・連盟

会長

※３

会長

ア
イ

熊 本 県 実 行 委 員 会 会 長
熊 本 県 競 技 団 体 会 長
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１．交代(変更)手続き

(１)

(２)

(３)

(４)

２．棄権手続き

(１)

(２)

①

②

③

※１

その他、競技により別に定める事項がある場合はそれに従うこと。

添付書類（診断書等）については、各競技の定めにより提出すること。

棄権手続きを行うこと。

以下の手続きを行うこと。

上記１を参照し、交代(変更)手続きと同様の手続きにより棄権届を提出すること。

各競技が定める交代(変更)届提出締切以降から競技初戦までの間において棄権が発生した場合には、

交代 (変更 )届提出時に公印（会長印）を捺印し、提出することが困難な場合には、当該県選手団

参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合には、次の

参加申込締切後から各競技定める交代(変更)届提出締切までの間において棄権が発生した場合には、

各県選手団連絡責任者は、熊本県実行委員会事務局が大会開催前に各県スポーツ
協会に対し照会を行い、取りまとめのうえ九州競技団体に通知する。

令和４年度国民体育大会第４２回九州ブロック大会
参加監督・選手交代(変更)・棄権手続きにあたっての留意事項

特別な事情で選手を交代(変更)する場合には次の交代(変更)手続きを行うこと。ただし、交代(変更)を認めるか

実施要項総則及び当該競技実施要項を参照し、交代(変更)する選手の参加資格を確認した上で、

交代(変更)届に必要事項を記入し、各競技が定める提出期限までに、各競技が定める提出先あて

に提出すること。

否かについては、当該九州競技団体及び開催県競技団体の判断による。

連絡責任者※１と当該監督・選手の代表者の署名及び捺印による提出を認める。

当該監督又は選手は、所属県の連絡責任者へ連絡すること。連絡を受けた連絡責任者は棄権届に

必要事項を記入し、開催県実行委員会事務局宛にＦＡＸにて提出すること。なお、原本を提出後に

提出時に公印 (会長印 )を捺印し提出することが困難な場合には、当該県選手団連絡責任者

開催県実行委員会事務局へ提出すること。

その他、競技により別に定める事項がある場合はそれに従うこと。

※１の署名及び捺印による提出を認める。（当該監督・選手の代表者の署名及び捺印は不要）




